
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既習事項 や 他者の考え を基に、 

統合的・発展的 に考えることができる児童を目指して 

 

 

Design 

令和５年度 東京都教員研究生 研究成果物 

小学校算数科 

授業  デザイン 

ハンドブック 

合 意 形 成  

-  決 定  -  

場の  

デザイン  

対 人 関 係  

-  拡 散  -  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

構 造 化  

-  収 束  -  

-  共 有  -  

考えを引き出し、  
受け止め、つなげる  

・相互作用を「観察」する  

・「傾聴」で共感する  

・「発問」を駆使する  

可視化・構造化を図り  
考えを整理する  

・考えの可視化・構造化を図る  
・図解を活用する  

・書きとめて整理する  

考えをまとめ、  
分かち合う  

・解法の比較検討を行う  

・対立の解消を図る  

・新たな問いを発生させる  

学び合う場をつくり、  
関係性を築く  

・話しやすい場をつくる  

・ルールやプロセスを明示する  

・関係性を築き上げる  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

は じ め に  

 

 

 皆 さ ん は 、算 数 科 の 指 導 に お い て 、こ れ ま で に 難 し さ を 感 じ た 場 面 は

あ り ま す か 。 ま た 、 日 頃 、 算 数 科 の 指 導 を さ れ て い な い 先 生 方 は 、 算 数

科 の 指 導 を す る 場 合 、ど の よ う な 場 面 で 難 し い と 感 じ る こ と が 予 想 さ れ

る で し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

算 数 科 は 小 学 校 の 全 学 年 で 実 施 さ れ る 教 科 で あ り 、多 く の 教 員 が 指 導  

を 経 験 し て い る た め 、 課 題 を 感 じ る 方 も 多 い の で は な い で し ょ う か 。  

   

 本 書 は 、 小 学 校 算 数 科 に お け る 見 方 ・ 考 え 方 の う ち 「 統 合 的 ・ 発 展 的

に 考 え る こ と 」が で き る 児 童 の 育 成 を 目 指 し 、そ の 指 導 方 法 や 授 業 デ ザ

イ ン の 手 引 き と し て ま と め た も の で す 。  

 令 和 ５ 年 度 東 京 都 教 員 研 究 生 と し て 取 り 組 ん だ カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研

究 の 内 容 と そ の 成 果 を 次 の 六 つ の 章 に ま と め ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜ ひ 、御 興 味 の あ る 所 か ら 読 み 進 め て い た だ き 、皆 さ ん の 算 数 科 の 授

業 改 善 の 一 助 と し て い た だ け た ら 幸 い で す 。  

 

 

令 和 ５ 年 度  東 京 都 教 員 研 究 生  今 村  将 司  
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－ 第 ２ 章 －  算 数 科 の 目 標 と 内 容  

－ 第 ３ 章 －  実 態 調 査 と 統 計 分 析  

－ 第 ４ 章 －  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」  

－ 第 ５ 章 －  算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  

－ 第 ６ 章 －  算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン  

「 算 数 が 苦 手 で 、 指 導 す る こ と 自 体 に 難 し さ を 感 じ る 」  

「 算 数 の 内 容 や 教 材 を ど の よ う に 指 導 し て い い か 分 か ら な い 」  

「 授 業 で は 、 つ い 、 知 識 や 技 能 等 の 教 え 込 み に な っ て し ま う 」  

「 児 童 の 考 え を 比 較 検 討 し た り 整 理 し た り す る こ と が 難 し い 」  
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－ 第 ４ 章 －  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」  

 1 3  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」  

 1 4  「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 を 活 用 し た 学 習 展 開  
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－ 第１章 －  

今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力  



 

 

 

 

 

 

 

 

 小 学 校 学 習 指 導 要 領 と は 、全 国 ど こ の 小 学 校 で も 一 定 の 水 準 で 教 育 が

保 た れ る よ う 、 文 部 科 学 省 が 定 め て い る 教 育 課 程（ カ リ キ ュ ラ ム ）の 基

準 を 示 し た も の で す 。  

学 習 指 導 要 領 が 、大 臣 に よ る 告 示 の 形 で 定 め ら れ た の は 昭 和 ３ ３ 年 の

こ と で 、 そ れ 以 来 、 お よ そ １ ０ 年 ご と に 改 訂 さ れ て き ま し た 。  

   

 平 成 2 9 年 改 訂 の 学 習 指 導 要 領 に 込 め ら れ た 思 い に つ い て 、文 部 科 学

省 か ら 次 の よ う に 示 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま た 、 小 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 の 中 に は 、改 訂 の 経 緯 に つ い て 、 次 の

よ う に 示 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学 習 指 導 要 領 を 読 む こ と で 、 当 時 の 社 会 背 景 や 教 育 課 題 、 さ ら に は 、

学 校 教 育 で ど の よ う な 資 質・能 力 の 育 成 を 図 る 必 要 が あ る の か 等 に つ い

て 理 解 を 深 め る こ と が で き ま す 。  
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学 校 で 学 ん だ こ と が 、 子 供 た ち の 「 生 き る 力 」 と な っ て 、  
明 日 に 、 そ し て そ の 先 の 人 生 に つ な が っ て ほ し い 。  
 
こ れ か ら の 社 会 が 、 ど ん な に 変 化 し て 予 測 困 難 に な っ て も 、  
自 ら 課 題 を 見 付 け 、 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え 、 判 断 し て 行 動 し 、  
そ れ ぞ れ に 思 い 描 く 幸 せ を 実 現 し て ほ し い 。  
 
そ し て 、 明 る い 未 来 を 、 共 に 創 っ て い き た い 。  
 
2 0 2 0 年 度 か ら 始 ま る 新 し い 「 学 習 指 導 要 領 」 に は 、  
そ う し た 願 い が 込 め ら れ て い ま す 。  

「『 学 習 指 導 要 領 』 と は ？ 」（ 文 部 科 学 省 ） か ら 引 用  

今 の 子 供 た ち や こ れ か ら 誕 生 す る 子 供 た ち が ，成 人 し て 社 会 で 活 躍

す る 頃 に は ， 我 が 国 は 厳 し い 挑 戦 の 時 代 を 迎 え て い る と 予 想 さ れ る 。

（ 中 略 ） 絶 え 間 な い 技 術 革 新 等 に よ り ， 社 会 構 造 （ 中 略 ） は 大 き く ，

ま た 急 速 に 変 化 し て お り ， 予 測 が 困 難 な 時 代 と な っ て い る 。  

（ 中 略 ）  

こ の よ う な 時 代 に あ っ て ，学 校 教 育 に は ，子 供 た ち が 様 々 な 変 化 に

積 極 的 に 向 き 合 い ，他 者 と 協 働 し て 課 題 を 解 決 し て い く こ と や ，様 々

な 情 報 を 見 極 め 知 識 の 概 念 的 な 理 解 を 実 現 し 情 報 を 再 構 成 す る な ど

し て 新 た な 価 値 に つ な げ て い く こ と ，複 雑 な 状 況 変 化 の 中 で 目 的 を 再

構 築 す る こ と が で き る よ う に す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

『 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 ３ 月 告 示 ） 解 説 （ 全 教 科 ）』 の 「 総 説 」 か ら 引 用  

01  『 学 習 指 導 要 領 』 の 変 遷  

 

－ 第 １ 章 －  今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力  

 



 

 

 

 

次 に 、 算 数 科 の 目 標 を 見 て い き ま し ょ う 。 下 の 表 は 、 昭 和 4 3 年 改 訂

か ら 平 成 2 9 年 改 訂 ま で を ま と め た も の で す 。 算 数 科 に お い て 、 ど の よ

う な 資 質 ・ 能 力 の 育 成 が 求 め ら れ て い る の か 理 解 す る こ と が で き ま す 。 

昭 和 4 3 年  
( 1 9 6 8 )  

日常の事象を数理的にとらえ，筋道を立てて考え，統合的，

発展的に考察し，処理する能力と態度を育てる。  

※４点の「できるようにすること。」は省略  

昭 和 5 2 年  
( 1 9 7 7 )  

数量や図形について基礎的な知識と技能を身につけ，日常

の事象を数理的にとらえ，筋道を立てて考え，処理する能力

と態度を育てる。  

平 成 元 年  
( 1 9 8 9 )  

数量や図形についての基礎的な知識と技能を身に付け ，日

常の事象について見通しをもち筋道を立てて考える能力を育

てるとともに，数理的な処理のよさが分かり ，進んで生活に

生かそうとする態度を育てる。  

平 成 1 0 年  
( 1 9 9 8 )  

数量や図形についての算数的活動を通して，基礎的な知識

と技能を身に付け，日常の事象について見通しをもち筋道を

立てて考える能力を育てるとともに，活動の楽しさや数理的

な処理のよさに気付き，進んで生活に生かそうとする態度を

育てる。  

平 成 2 0 年  
( 2 0 0 8 )  

算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本

的な知識及び技能を身に付け，日常の事象について見通しを

もち筋道を立てて考え，表現する能力を育てるとともに，算

数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進んで生

活や学習に活用しようとする態度を育てる。  

平 成 2 9 年  
( 2 0 1 7 )  

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学

的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(2)  日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考

察する力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見い

だし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて

事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表

したりする力を養う。  

※ (1)及び (3)は省略  

  

近 年 に な る に つ れ 、よ り 明 確 に 目 標 が 示 さ れ る よ う に な っ て い る こ と

が 分 か り ま す 。 現 在 の 小 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 算 数 編 （ 以 下 「 算 数 編 」

と い う 。 ） は 、 全 4 0 0 ペ ー ジ に よ る 構 成 と な っ て い て 、 算 数 科 の 目 標

と 内 容 が 詳 細 に 記 さ れ る よ う に な り ま し た 。  

 

「 筋 道 を 立 て て 考 (え ) 」 や 「 数 理 的 に ( な )」 の よ う に 、 算 数 科 の 目 標

と し て 不 変 的 に 示 さ れ 続 け て い る 文 言 も 見 ら れ る 一 方 で 、「 統 合 的 ・ 発

展 的 」 の 文 言 は 、 新 学 習 指 導 要 領 に お い て 昭 和 4 3 年 以 来 約 5 0 年 ぶ り

に 示 さ れ ま し た 。ま た 、中 学 校 及 び 高 等 学 校 の 学 習 指 導 要 領 に お い て も 、

同 様 に 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 」 の 文 言 が 示 さ れ て い ま す 。  

こ の こ と に つ い て 、 第 ２ 章 で 詳 し く 触 れ て い ま す の で 御 覧 く だ さ い 。 
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 『 教 育 振 興 基 本 計 画 』 は 御 存 知 で す か 。 『 教 育 振 興 基 本 計 画 』 と は 、

教 育 基 本 法 に 基 づ き 、 政 府 が 策 定 す る 教 育 に 関 す る 総 合 計 画 の こ と で 、

今 後 ５ 年 間 の 国 の 教 育 政 策 全 体 の 方 向 性 や 目 標 及 び 施 策 等 が 示 さ れ て

い ま す 。  

 令 和 ５ 年 ６ 月 に は 、 第 ４ 期 （ 令 和 ５ 年 度 ～ 令 和 ９ 年 度 ） と な る 『 教 育

振 興 基 本 計 画 』 が 閣 議 決 定 さ れ ま し た 。  

 

 『 教 育 振 興 基 本 計 画 【 第 ４ 期 】』 の リ ー フ レ ッ ト の 中 に は 、 社 会 の 現

状 と 変 化 に つ い て 、イ ラ ス ト を 交 え て 分 か り や す く ま と め ら れ て い ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ う し た 社 会 の 状 況 を 踏 ま え て 、『 教 育 振 興 基 本 計 画 【 第 ４ 期 】』 は 、 

“ ２ つ の コ ン セ プ ト ” に 基 づ い て 策 定 さ れ て い ま す 。  
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－ 第 １ 章 －  今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・

能 力  

 

『 第 ４ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 リ ー フ レ ッ ト 』（ 文 部 科 学 省 ） か ら 引 用  

『 第 ４ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 リ ー フ レ ッ ト 』（ 文 部 科 学 省 ） か ら 引 用  

02  『 教 育 振 興 基 本 計 画 【 第 ４ 期 計 画 】』  
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二 つ の コ ン セ プ ト の 実 現 に 向 け て 、“ ５ つ の 基 本 的 な 方 針 ” の 下 、 1 6

の 目 標 と 基 本 施 策 、 指 標 等 が ま と め ら れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標 １  
確 か な 学 力 の 育 成 、  

幅 広 い 知 識 と 教 養 ・ 専 門 的 能 力 ・ 職 業 実 践 力 の 育 成  

目 標 ２  豊 か な 心 の 育 成  

目 標 ３  健 や か な 体 の 育 成 、 ス ポ ー ツ を 通 じ た 豊 か な 心 身 の 育 成  

目 標 ４  グ ロ ー バ ル 社 会 に お け る 人 材 育 成  

※ 以 下 、 省 略   

  

こ の よ う に 、『 教 育 振 興 基 本 計 画 』 に は 、 社 会 の 「 流 行 」 を 取 り 入 れ

な が ら も 、教 育 の 本 質 的 価 値 で あ る「 不 易 」を 捉 え た 羅 針 盤 の 役 割 と し

て の 内 容 が 示 さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 国 の 『 教 育 振 興 基 本 計 画 』 の 内 容 を 受 け 、 地 方 公 共 団 体 （ 東 京

都 ）に お け る 教 育 振 興 基 本 計 画（『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン 』）や 教 育 大 綱（『 東

京 都 教 育 施 策 大 綱 』） の 策 定 が さ れ る こ と に な り ま す 。  

 

 次 の ペ ー ジ で は 、 『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン 』 と 『 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 』

に つ い て 紹 介 し て い き ま す 。そ れ ら の 内 容 か ら 、今 日 的 な 教 育 課 題 や こ

れ か ら 求 め ら れ て い く 資 質 ・ 能 力 に つ い て 理 解 を 深 め て い き ま し ょ う 。 
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『 第 ４ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 リ ー フ レ ッ ト 』（ 文 部 科 学 省 ） か ら 引 用  



 

 

 

 

 

 

 

 

ま ず は 、『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン 』 に つ い て 紹 介 し ま す 。  

 『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン 』 と は 、東 京 都 教 育 委 員 会 と し て 取 り 組 む べ き

基 本 的 な 方 針 と 、 そ の 達 成 に 向 け た 施 策 展 開 に つ い て 示 し た も の で す 。 

 令 和 ６ 年 ２ 月 に は 、『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン （ 第 ５ 次 ）（ 案 ）』 が 発 表 さ

れ 、 令 和 ６ 年 度 か ら 令 和 1 0 年 度 ま で の ５ 年 間 に お い て 、 東 京 都 が 目 指

す べ き 教 育 の 方 向 性 に つ い て 示 さ れ ま し た 。  

 

 次 に 、『 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 』 に つ い て で す 。  

 『 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 』 と は 、東 京 都 の こ れ か ら の 教 育 の 基 本 的 な 方

向 性 を 示 す も の と し て 、 東 京 都 教 育 委 員 会 （ 東 京 都 総 合 教 育 会 議 ）を 重

ね 、 知 事 が 策 定 す る も の で す 。  

 

 『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン 』 と 『 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 』 は 別 々 な 位 置 付 け

を さ れ て い る の で は な く 、国 の 教 育 振 興 基 本 計 画 を 受 け 、相 互 の 内 容 を

共 有 し 関 連 さ せ な が ら 、よ り 実 行 力 を も っ て 施 策 展 開 が で き る よ う 策 定

さ れ て い ま す 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の よ う に 、東 京 都 が 一 体 と な っ て 「 未 来 の 東 京 」 に 生 き る 子 供 の 姿

を 描 き な が ら 、 誰 一 人 取 り 残 さ ず 、 自 ら 伸 び 、育 つ 教 育 の 実 現 が 目 指 さ

れ て い ま す 。  
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『 東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン （ 第 ５ 次 ）（ 案 ）』（ 東 京 都 教 育 委 員 会 ） か ら 引 用  

東 京 の 目 指 す 教 育  

 誰 一 人 取 り 残 さ ず 、 す べ て の 子 供 が 将 来 へ の 希 望 を 持 っ て 、  

自 ら 伸 び 、 育 つ 教 育  

03   

 

－ 第 １ 章 －  今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力  

 



 

 

 

 

 「 東 京 の 目 指 す 教 育 」 を 実 現 す る た め に は 、 日 々 の 教 育 活 動 の 中 で 、

子 供 の 状 況 に 合 わ せ た 「 学 び 」 を 提 供 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 そ こ で 東 京 都 で は 、“ ３ つ の 「 学 び 」” を 基 軸 と し て 定 め 、 社 会 の 変 化

等 に も 柔 軟 に 対 応 し な が ら 実 践 し 、 改 善 を 繰 り 返 し て い く 中 で 、「 東 京

の 目 指 す 教 育 」 を 追 求 し 続 け て い く 、 と い っ た 「 東 京 都 教 育 モ デ ル 」 を

示 し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ ３ つ の 「 学 び 」” と は 、 次 の と お り で す 。  

 

 

 

 

 

 

 こ れ ら 子 供 の「 学 び 」を 社 会 全 体 で 共 有 し な が ら 実 践 し て い く こ と が

大 切 だ と さ れ て い ま す 。  

  

そ う し た 中 に お い て 教 員 は 、子 供 の 意 欲 を 引 き 出 し 、最 大 限 に 伸 ば し

な が ら 、学 び 続 け る 力 を 育 成 で き る よ う な 役 割 を 果 た す こ と が 求 め ら れ

て い ま す 。  

 従 来 の 「 履 修 主 義 」「 習 得 主 義 」 と い っ た 教 え 方 か ら 転 換 し 、 子 供 一

人 一 人 の 個 性 や 長 所 を 生 か し な が ら 、「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 を

支 え る 「 伴 走 者 」 と し て の 役 割 が 求 め ら れ て い る の で す 。  

 

 こ の こ と に つ い て 、『 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 』に は 、「 教 員 が フ ァ シ リ テ

ー タ ー と し て 、子 供 た ち 一 人 ひ と り の 意 欲 を 引 き 出 し 、探 究 的 ・ 主 体 的

な 学 び を 導 き 、 教 育 の 質 を 向 上 さ せ て い き ま す 。」 と 示 さ れ て い ま す 。  

 

 こ の 教 員 の 姿 や 役 割 に つ い て 、次 の ペ ー ジ で 更 に 詳 し く 紹 介 し て い き

ま す 。  
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東 京 の  
目 指 す 教 育  

『 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 』（ 東 京 都 ） を 参 考 に 作 成  

□  子 供 の 個 性 と 成 長 に 合 わ せ て 意 欲 を 引 き 出 す 「 学 び 」  

□  子 供 の 成 長 を 社 会 全 体 で 支 え 、 主 体 的 に 学 び 続 け る 力 を 育 む 「 学 び 」  

□  Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 に よ っ て 、 子 供 た ち 一 人 ひ と り の 力 を  

                     最 大 限 に 伸 ば す 「 学 び 」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ れ ま で の ペ ー ジ で 紹 介 し て き た 資 料 の 多 く は 、文 部 科 学 省 中 央 教 育

審 議 会 に よ る 「 答 申 」 を 根 拠 と し て 策 定 さ れ て い ま す 。  

 中 央 教 育 審 議 会 と は 、文 部 科 学 大 臣 の 諮 問 に 応 じ て 教 育 に 関 す る 重 要

事 項 を 調 査 審 議 し た 上 で 、文 部 科 学 大 臣 に 意 見 を 述 べ る こ と を 主 に 行 う

機 関 で す 。  

そ の 意 見 を ま と め た も の の こ と を 、「 答 申 」 と 呼 び ま す 。  

 

こ れ か ら の 学 校 教 育 の 在 り 方 や 教 員 の 姿 に つ い て 、令 和 ３ 年 の 答 申 で

示 さ れ た の が 、「『 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 』の 構 築 を 目 指 し て ～ 全 て の 子

供 た ち の 可 能 性 を 引 き 出 す 、個 別 最 適 な 学 び と 、協 働 的 な 学 び の 実 現 ～

（ 答 申 ）」（ 以 下 「 令 和 答 申 」 と い う 。） で す 。  

 

 令 和 答 申 で は 、今 日 的 な 教 育 課 題 や 社 会 背 景 を 踏 ま え た 上 で 、明 治 時

代 か ら 続 く 「 日 本 型 学 校 教 育 」の よ さ や 成 果 を 生 か し な が ら 、 新 学 習 指

導 要 領 を 着 実 に 実 施 し 、そ の 趣 旨 を 実 現 さ せ て い く こ と が 強 調 さ れ て い

ま す 。  

 タ イ ト ル に も あ る と お り 、「 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 」の 構 築 に 向 け て

は 、「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協 働 的 な 学 び 」 を 一 体 的 に 充 実 さ せ た 授 業

改 善 の 必 要 性 が 示 さ れ て い ま す 。 ど ち ら の 学 び も 、 こ れ ま で の 「 日 本 型

学 校 教 育 」に 重 視 さ れ て き た も の を 更 に 発 展 さ せ 、学 習 者 視 点 か ら 整 理

し た 概 念 と し て 定 め ら れ た も の で す 。  
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「『 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 』 の 構 築 を 目 指 し て （ 答 申 ）」（ 中 央 教 育 審 議 会 ） を 参 考 に 作 成  
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そ れ ぞ れ の 学 び を  
一 体 的 に 充 実 し  

「 主 体 的 ・ 対 話 的 で  
深 い 学 び 」 の  

実 現 に 向 け た  
授 業 改 善 に つ な げ る  



 

 

 

 

 

 と も す れ ば 、デ ジ タ ル の 活 用 を 取 り 入 れ た「 個 別 最 適 な 学 び 」に は「 孤

立 し た 学 び 」に 陥 る お そ れ も 含 ま れ て い ま す 。そ う な ら な い よ う 、 教 員

は 子 供 同 士 、あ る い は 多 様 な 他 者 と 協 働 し な が ら 、様 々 な 社 会 的 な 変 化

を 乗 り 越 え ら れ る よ う な 探 究 的 な 学 習 を 取 り 入 れ る こ と で 、「 協 働 的 な

学 び 」 の 充 実 が 図 ら れ る よ う に 留 意 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

 令 和 答 申 に は 、子 供 を 指 導 す る 教 職 員 の 果 た す 役 割 に つ い て 、次 の よ

う に 示 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 こ の 役 割 を 果 た す た め の 資 質 ・ 能 力 に つ い て は 、こ れ ま で の 答 申 で 示

さ れ て い た 、使 命 感 や 責 任 感 、教 育 的 愛 情 、 教 科 や 教 職 に 関 す る 専 門 的

知 識 、実 践 的 指 導 力 、総 合 的 人 間 力 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 等 に 加 え 、

「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 能 力 」 が 示 さ れ る よ う に な り ま し た 。  

 こ の「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」に つ い て は 、 中 央 教 育 審 議 会 の 別 の 資 料

に 次 の よ う に 示 さ れ て い ま す 。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 こ れ ら の 内 容 を 踏 ま え る と 、教 員 が フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 能 力 を 働 か せ

な が ら 、「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協 働 的 な 学 び 」 を 一 体 的 に 充 実 さ せ た

授 業 改 善 を 行 う こ と で 、 子 供 に よ る 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 の 実

現 が 図 ら れ る も の で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

 

 令 和 答 申 の 内 容 を 受 け 、全 国 で は 様 々 な 研 究 が 行 わ れ 、授 業 改 善 に 向

け た 実 践 が 重 ね ら れ て い ま す 。  

 し か し な が ら 、文 部 科 学 省 国 立 教 育 政 策 研 究 所 や 東 京 都 教 育 委 員 会 が

行 っ て い る 実 態 調 査 に よ る と 、依 然 と し て 、学 習 へ の 課 題 が 見 ら れ ま す 。 

次 の ペ ー ジ で は 、 そ の 調 査 結 果 の 一 端 を 紹 介 し て い き ま す 。  
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子 供 一 人 一 人 の 学 び を 最 大 限 に 引 き 出 し ,  

主 体 的 な 学 び を 支 援 す る 伴 走 者 と し て の 役 割  

（ 参 考 ） フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン に つ い て  
 

フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン と は 、 集 団 が 持 つ 知 的 相 互 作 用 を 促 進 す る 働 き 。  

人 が 本 来 も っ て い た 力 を 引 き 出 し 、 相 互 に か け 合 わ せ る こ と で 増 幅 し 、

集 団 の 力 を 最 大 限 に 高 め て い く 。  

相 互 作 用 は 、 プ ラ ス に も マ イ ナ ス に も 働 く 。  

プ ラ ス 効 果 を 高 め る よ う に 促 し つ つ 、マ イ ナ ス 効 果 を 抑 え て い く こ と が 、

フ ァ シ リ テ ー タ ー の 役 割 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 『 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 』は 例 年 ４ 月 に 全 国 の 小 中 学 校 で 実 施 さ れ

て い る こ と か ら 、 御 存 知 の 方 も 多 い の で は な い で し ょ う か 。  

文 部 科 学 省 国 立 教 育 政 策 研 究 所 が 実 施 す る 本 調 査 は 、小 学 校 第 ６ 学 年

と 中 学 校 第 ３ 学 年 を 対 象 に 、学 力 や 学 習 状 況 を 把 握 ・ 分 析 し 、 学 校 の 指

導 改 善 に つ な げ る こ と を 目 的 に 実 施 さ れ て い ま す 。  

 

 現 行 の 小 学 校 学 習 指 導 要 領 が 全 面 実 施 さ れ た 令 和 ２ 年 度 に 合 わ せ 、小

学 校 算 数 科 の 調 査 問 題 が 、 「 A  数 と 計 算 」 「 B  図 形 」 「 C  変 化 と 関 係

（ 測 定 ） 」 「 Ｄ  デ ー タ の 活 用 」 の ４ 領 域 に 変 更 さ れ ま し た 。  

し か し 、令 和 ２ 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 係 る 影 響 等 に よ り 、

本 調 査 は 実 施 さ れ て い ま せ ん 。  

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で の 平 均  

正 答 率 を 比 較 し て み る と 、 こ の ３ 年 間 の  

学 力 の 低 下 が 見 ら れ ま す 。  

  

 一 方 、質 問 紙 調 査 に お い て は 、「 個 別 最 適 な 学 び 」や「 協 働 的 な 学 び 」

に 関 す る 項 目 で 、肯 定 的 回 答 が 半 数 以 上 を 超 え 、令 和 ５ 年 度 に か け て 増

加 傾 向 に あ る こ と が 分 か っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ら 二 つ の 調 査 結 果 か ら 、学 習 全 般 に 関 す る 意 識 は 向 上 し て い る も

の の 、学 力 に 結 び 付 け ら れ て い な い こ と が 分 か り ま す 。こ れ は 、調 査 問

題 の 正 答 率 等 か ら も 、 読 み 取 る こ と が で き ま す 。  
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「 令 和 ５ 年 度  全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査  報 告 書 」（ 国 立 教 育 政 策 研 究 所 ） か ら 引 用  

５ 年 生 ま で に 受 け た 授 業 は 、 自 分 に
あ っ た 教 え 方 、教 材 、 学 習 時 間 な ど に
な っ て い ま し た か 。  

学 級 の 友 達 と の 間 で 話 し 合 う 活 動 を
通 じ て 、自 分 の 考 え を 深 め た り 、広 げ
た り す る こ と が で き て い ま す か 。  

05  「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 」 の 結 果 よ り  

 

－ 第 １ 章 －  今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力  

 



 

 

 

 

 

 令 和 ４ 年 度 の「 C  変 化 と 関 係 」領 域 の 問 題 は 、割 合 を 求 め る 場 面 を 拡

張 さ せ て 捉 え 、発 展 的 に 考 察 す る こ と が 求 め ら れ る 問 題 で し た 。そ の 問

題 の 正 答 率 は 2 1 . 6％ と 、 他 の 問 題 の 正 答 率 に 比 べ て 、 最 も 低 い 結 果 で

あ る こ と が 分 か り ま し た 。  

過 去 の 類 似 問 題 に お い て も 、正 答 率 は 低 い 傾 向 に あ る と と も に 、無 回

答 率 の 高 さ が 目 立 ち ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児 童 に と っ て 、「 C  変 化 と 関 係 」 領 域 の 学 習 は 、 実 感 を 伴 い な が ら 考

え た り 表 現 し た り す る こ と が 難 し く 、苦 手 意 識 を 感 じ や す い 内 容 の 一 つ

だ と 考 え ら れ て い ま す 。  

 

 令 和 ５ 年 度 の「 B  図 形 」領 域 の 学 習 は 、二 つ の 図 形 の 要 素 の 共 通 点 を

見 い だ し て 統 合 的 に 考 察 す る 問 題 で す 。 こ ち ら の 類 似 問 題 に お い て も 、

正 答 率 は 決 し て 高 い と は 言 え ま せ ん 。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ れ ら の こ と か ら 、 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 統 合 的 ・ 発 展 的

に 考 え る こ と を 通 し て 、数 学 的 に 考 え る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 目 指 し た 授

業 改 善 が 課 題 で あ る と 言 え ま す 。  
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「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査  報 告 書 」（ 国 立 教 育 政 策 研 究 所 ） を 参 考 に 作 成  

「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査  報 告 書 」（ 国 立 教 育 政 策 研 究 所 ） を 参 考 に 作 成  



 

 

 

 

 

 

 

 

 前 の ペ ー ジ で 、『全 国 学 力・学 習 状 況 調 査 』に つ い て 紹 介 し ま し た が 、

東 京 都 に お い て は 、さ ら に 、独 自 の 学 力 調 査 を 実 施 し て い ま す 。そ れ が 、

『 児 童・生 徒 の 学 力 向 上 を 図 る た め の 調 査 』（ 以 下「 都 の 調 査 」と い う 。）

で す 。  

 

そ れ ぞ れ の 違 い は 次 の と お り で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都 の 調 査 で は 、 児 童 ・ 生 徒 と 学 校 （ 教 員 ） を 対 象 に 意 識 調 査 の み が 実

施 さ れ て い ま す 。  

調 査 結 果 か ら 、 児 童 ・ 生 徒 と 学 校 （ 教 員 ） の 意 識 の 差 を 比 較 し 、 分 析

す る こ と で 、 指 導 改 善 の 具 体 例 を 見 い だ す こ と が で き ま す 。  

今 回 は 、 次 の 二 つ の 項 目 に 注 目 し て み ま し ょ う 。  
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「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 」（ 文 部 科 学 省 ）  

調 査 対 象  小 学 校 第 ６ 学 年  及 び  中 学 校 第 ３ 学 年  

調 査 内 容  「 知 識 及 び 技 能 」「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 」 等 が

中 心  

「 児 童 ・ 生 徒 の 学 力 向 上 を 図 る た め の 調 査 」（ 東 京 都 教 育 委 員 会 ）  

調 査 対 象  小 学 校 第 ４ 学 年  か ら  中 学 校 第 ３ 学 年  ま で  

調 査 内 容  「 学 び に 向 か う 力 」 等 が 中 心  

 図 １  「 令 和 ５ 年 度  児 童 ・ 生 徒 の 学 力 向 上 を 図 る た め の 調 査  結 果 」 を 参 考 に 作 成  

06  『児童・生徒の学力向上を図るための調査』の結果より 

 

－ 第 １ 章 －  今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力  

 



 

 

 

 

 

 「 既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 （ 想 起 ） す る こ と 」 に 関 す る 項 目 で は 、 全

て の 学 年 で 、 肯 定 的 な 回 答 を す る 教 員 が 9 9％ を 超 え て い る の に 対 し 、

否 定 的 な 回 答 を す る 児 童 が お よ そ 2 5％ 程 度 い る こ と が 分 か り ま す 。  

 教 員 と 児 童 の 間 で 、 学 習 意 識 に 大 き な 乖 離 が 見 ら れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま た 、 図 ２ は 、「 他 者 と 考 え を 交 流 す る こ と 」 に 関 す る 項 目 で す 。 こ

ち ら も 図 １ と 同 様 に 、肯 定 的 な 回 答 を し た 教 員 の 割 合 に 対 し て 、児 童 の

回 答 と の 差 が 見 ら れ る こ と が 分 か り ま し た 。  

 

こ れ ら 二 つ の 内 容 は 、算 数 科 を 進 め る 上 で 、と て も 重 要 な 項 目 で あ り 、

授 業 デ ザ イ ン に 向 け て 注 視 す る 必 要 が あ る と 考 え ま す 。  

ま た 、算 数 科 に お い て は 、「 既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 す る こ と 」「 他 者

と 考 え を 交 流 し な が ら 課 題 を 解 決 す る こ と 」 が 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考

え る こ と 」 に 強 く 影 響 す る の で は な い か と 考 え て い ま す 。  

そ の た め に 私 は 、自 身 の カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 を 通 し て 、学 習 意 識 と

学 力 と の 関 係 を 分 析 し 、 指 導 方 法 の 開 発 に 取 り 組 み ま し た 。  

詳 し く は 、 次 の 章 で も 紹 介 し て い き ま す 。  

 

 

 さ て 、 こ こ ま で 第 １ 章 で は 、「 今 日 的 な 教 育 課 題 と 求 め ら れ る 資 質 ・

能 力 」 を テ ー マ に 紹 介 し て き ま し た 。  

 紹 介 し た 内 容 以 外 に も 、国 や 東 京 都 で は 様 々 な 教 育 施 策 が 展 開 さ れ て

い ま す 。関 連 す る 資 料 や 文 献 等 を 手 に 取 っ て 、ど の よ う な 課 題 と 向 き 合

い 、ど の よ う な 資 質 ・ 能 力 が 求 め ら れ て い る の か に つ い て 理 解 を 深 め て

い く こ と で 、明 日 か ら の 授 業 改 善 に つ な げ ら れ る の で は な い で し ょ う か 。 
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図 ２  「 令 和 ５ 年 度  児 童 ・ 生 徒 の 学 力 向 上 を 図 る た め の 調 査  結 果 」 を 参 考 に 作 成  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 第２章 －  

算 数 科 の 目 標 と 内 容  



 

 

 

 

 

 

 

 

 第 ２ 章 で は 、算 数 編 の 記 述 を 基 に 、算 数 科 の 目 標 や 内 容 に つ い て 紹 介

し て い き ま す 。  

 

 ま ず は 、 算 数 科 の 目 標 に つ い て で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 １ 章 で も 触 れ た と お り 、新 学 習 指 導 要 領 に お い て 、算 数 科 の 目 標 が

具 体 的 に 示 さ れ 、 内 容 が 明 確 に な り ま し た 。  

 注 目 す べ き は 、「 統 合 的・発 展 的 」の 文 言 が 新 た に 示 さ れ た こ と で す 。  

 ま た 、「 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 」「 数 学 的 活 動 」「 数 学 的 に 考 え る 資 質 ・

能 力 」 の そ れ ぞ れ の 解 説 の 中 に も 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 」 の 文 言 が 適 用 さ

れ て い る こ と に も 注 目 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 新 学 習 指 導 要 領 で は 、各 教 科 等 の 特 質 に 応 じ て 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ

る こ と で 、「 深 い 学 び 」 の 実 現 を 目 指 し て い ま す 。 算 数 科 で 見 方 ・ 考 え

方 を 働 か せ る こ と は 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 と 整 理 さ れ て お

り 、 算 数 科 の 学 習 と し て の 本 質 的 な 内 容 で あ る と 言 え ま す 。  
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数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ ， 数 学 的 活 動 を 通 し て ， 数 学 的 に

考 え る 資 質 ・ 能 力 を 次 の と お り 育 成 す る こ と を 目 指 す 。  

( 1 )  数 量 や 図 形 な ど に つ い て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 概 念 や 性 質 な ど を

理 解 す る と と も に ， 日 常 の 事 象 を 数 理 的 に 処 理 す る 技 能 を 身 に

付 け る よ う に す る 。  

( 2 )  日 常 の 事 象 を 数 理 的 に 捉 え 見 通 し を も ち 筋 道 を 立 て て 考 察 す る

力 ，基 礎 的 ・ 基 本 的 な 数 量 や 図 形 の 性 質 な ど を 見 い だ し 統 合 的 ・

発 展 的 に 考 察 す る 力 ，数 学 的 な 表 現 を 用 い て 事 象 を 簡 潔 ・ 明 瞭 ・

的 確 に 表 し た り 目 的 に 応 じ て 柔 軟 に 表 し た り す る 力 を 養 う 。  

( 3 )  数 学 的 活 動 の 楽 し さ や 数 学 の よ さ に 気 付 き ， 学 習 を 振 り 返 っ て

よ り よ く 問 題 解 決 し よ う と す る 態 度 ， 算 数 で 学 ん だ こ と を 生 活

や 学 習 に 活 用 し よ う と す る 態 度 を 養 う 。  

「 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 」 に つ い て  

「 事 象 を ， 数 量 や 図 形 及 び そ れ ら の 関 係 な ど に 着 目 し て 捉 え ， 根

拠 を 基 に 筋 道 を 立 て て 考 え ， 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 と し て

整 理 す る こ と が で き る 。  

07  算 数 科 の 目 標 と 「 統 合 的 ・ 発 展 的 」  

 

－ 第 ２ 章 －  算 数 科 の 目 標 と 内 容  

 

『 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 ３ 月 告 示 ）』 か ら 引 用  

『 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 ３ 月 告 示 ） 解 説  算 数 編 』 か ら 引 用  



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 数 学 的 活 動 と は 、 学 習 活 動 の 具 体 を 示 し た も の で す 。  

 こ れ ま で の 学 習 指 導 要 領 で「 算 数 的 活 動 」と 示 さ れ て い た も の が 、 新

学 習 指 導 要 領 か ら 「 数 学 的 活 動 」 に 改 称 さ れ 、算 数 科 と 数 学 科 の 接 続 を

意 識 し て 更 な る 学 習 活 動 の 充 実 が 求 め ら れ る よ う に な り ま し た 。  

こ の 記 述 の 中 で も 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 」 の 文 言 が 適 用 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 三 つ の 柱 と は 、「 知 識 ・ 技 能 」「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 」「 学 び に 向

か う 力・人 間 性 等 」の 三 つ の こ と で 、算 数 科 に お い て は ( 1 ) ( 2 ) ( 3 ) と し て

示 さ れ て い ま す 。  

そ の 中 で 、 ( 2 )の 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 」 に 関 し て 、「 統 合 的 ・

発 展 的 」 の 文 言 が 適 用 さ れ 、 そ の 内 容 に つ い て 示 さ れ て い ま す 。  

 

こ の よ う に 、新 学 習 指 導 要 領 で は 、算 数 科 の 目 標 や 内 容 に お い て 、「 統

合 的 ・ 発 展 的 」の 文 言 が 繰 り 返 し 示 さ れ て い る こ と か ら 、 そ の 重 要 性 を

感 じ 取 る こ と が で き ま す 。  

 こ の 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 に つ い て は 、 中 学 校 学 習 指 導

要 領 及 び 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 に も 同 様 な 位 置 付 け で 示 さ れ て い ま す 。 

 

更 に 次 の ペ ー ジ で 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 に 迫 っ て い き た

い と 思 い ま す 。  

「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 は 、 ど の よ う に 働 く の で し ょ う 。 ま

た 、 ど の よ う な 要 因 が 関 係 し て 影 響 を 受 け る の で し ょ う 。  

算 数 科 の 本 質 で あ る 「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 の 理 解 を 深 め る

こ と で 、 算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン に つ な げ て い き ま し ょ う 。  
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「 数 学 的 活 動 を 通 し て 」 に つ い て  

数 学 的 活 動 と は ，事 象 を 数 理 的 に 捉 え て ，算 数 の 問 題 を 見 い だ し ，

問 題 を 自 立 的 ，協 働 的 に 解 決 す る 過 程 を 遂 行 す る こ と で（ 中 略 ），統

合 的 ・ 発 展 的 に 考 察 を 進 め て い く こ と が 大 切 で あ る 。  

「 数 学 的 に 考 え る 資 質 ・ 能 力 」 に つ い て  

「 数 学 的 に 考 え る 資 質 ・ 能 力 」 と は ， 算 数 科 の 教 科 目 標 に 示 さ れ

た 三 つ の 柱 で 整 理 さ れ た 算 数 ・ 数 学 教 育 で 育 成 を 目 指 す 力 の こ と で

あ る 。  

（ 同 上 ）  

（ 同 上 ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 繰 り 返 し に な り ま す が 、算 数 科 に お い て 「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ

と 」 は 最 も 重 要 な 内 容 の 一 つ で あ り 、 本 質 を 表 し た 言 葉 で す 。  

ま ず は 、「 統 合 的 に 考 え る こ と 」「 発 展 的 に 考 え る こ と 」 に つ い て 、 算

数 編 の 解 説 を 見 て み ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ら 、「 統 合 的 に 考 え る こ と 」と「 発 展 的 に 考 え る こ と 」に つ い て 、

「 発 展 的 に 考 察 を 深 め る 場 面 で は 、統 合 的 に 考 え る こ と が 重 要 な 役 割 を

果 た し て い る 」 と 示 さ て い ま す 。 つ ま り 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ

と 」は 、相 互 に 関 わ り 合 い な が ら 、 連 続 性 と 発 展 性 を 伴 い な が ら 働 く も

の で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

ま た 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 に よ っ て 、 物 事 を 関 連 付 け て

考 察 し た り 、他 で も 適 用 し た り す る 態 度 が 養 わ れ 、算 数 の 内 容 の 本 質 的

な 性 質 や 条 件 を 明 確 に な る こ と も 期 待 で き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「 統 合 的 に 考 え る こ と 」 の 具 体 例 と し て 、 次 の 三 つ に 整 理 ・ 分 類 さ れ

て い る こ と も 押 さ え て お き ま し ょ う 。  

集 合  共 通 の 性 質 を 見 い だ し て 一 つ の も の に ま と め 捉 え る 。  

拡 張  意 味 や 形 式 を 他 の 場 面 に も 考 え ら れ る よ う に 捉 え る 。  

補 完  補 う こ と で 完 全 に な る よ う に 捉 え る 。  
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「 統 合 的 に 考 え る こ と 」  

異 な る 複 数 の 事 柄 を あ る 観 点 か ら 捉 え ， そ れ ら に 共 通 点 を 見 い だ

し て 一 つ の も の と し て 捉 え 直 す こ と  

「 発 展 的 に 考 え る こ と 」  

物 事 を 固 定 的 な も の ， 確 定 的 な も の と 考 え ず ， 絶 え ず 考 察 の 範 囲

を 広 げ て い く こ と で 新 し い 知 識 や 理 解 を 得 よ う と す る こ と  

 「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 の 連 続 性 ・ 発 展 性 の イ メ ー ジ  

08  「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」  

 

－ 第 ２ 章 －  算 数 科 の 目 標 と 内 容  

 

『 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 ３ 月 告 示 ） 解 説  算 数 編 』 か ら 引 用  

（ 同 上 ）  



 

 

 

 

 次 に 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 は 、 ど の よ う な 要 因 が 関 係 し

て い る の か 考 え て い き ま す 。  

  

私 が 注 目 し た の が 、 次 の 二 つ の 項 目 で す 。  

 

 

 

 

 

 算 数 ・ 数 学 は 系 統 的 な 内 容 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と が 特 徴 で す 。 

 算 数 科 で は 、 第 １ 学 年 か ら 第 ６ 学 年 ま で の 内 容 に つ な が り （ 系 統 性 ）

が あ り 、教 科 書 で 扱 う 問 題 場 面 や 数 値 等 は 児 童 の 発 達 段 階 等 を 踏 ま え て

構 成 さ れ て い ま す 。  

 こ れ ま で の 学 習 で 獲 得 し た 「 既 習 事 項 」 を 活 用 し 、本 時 の 内 容 と の 関

連 を 意 識 し な が ら 学 習 を 進 め る こ と に よ っ て 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え

る こ と 」 に つ な が る の で は な い か と 考 え ま し た 。  

 

ま た 、算 数 科 の 学 習 展 開 に お い て は 、他 者 と 考 え の 交 流 や 議 論 か ら 学

習 を 深 め ら れ る よ う な「 対 話 的 な 学 び 」を 適 宜 取 り 入 れ て い く こ と が 重

要 だ と さ れ て い ま す 。  

 授 業 に お い て 、他 の 児 童 と の 対 話 に よ っ て 他 者 の 考 え を 取 り 入 れ 、多

面 的 ・ 多 角 的 に 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て い く こ と に よ っ て 、 考 え の 共 通

点 を 見 い だ し な が ら 統 合 的 に 考 え た り 、新 た な 疑 問 や 問 い を 発 生 さ せ な

が ら 発 展 的 に 考 え た り す る こ と が 期 待 で き る と 考 え ら れ ま す 。  

 

 こ の よ う に 、 算 数 科 の 学 習 展 開 の 中 で 「 既 習 事 項 」 や 「 他 者 の 考 え 」

を 結 び 付 け 、 そ れ ら を 充 実 さ せ た 授 業 を 行 う こ と で 、「 統 合 的 ・ 発 展 的

に 考 え る こ と 」 が 促 進 さ れ る の で は な い か と 考 え ま し た 。  

こ れ が 、 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 に お け る 仮 説 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 教 員 は 、こ れ ら「 既 習 事 項 」と「 他 者 の 考 え 」を 結 び 付 け ら れ る よ う 、

授 業 を デ ザ イ ン す る こ と が 大 切 で す 。  

算 数 科 に お い て は 、 そ の 内 容 の 特 質 に 応 じ た 学 習 展 開 が あ り ま す 。  

算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン を 考 え て い く 上 で 、重 要 事 項 と な る の で 、ぜ ひ 、

次 の ペ ー ジ も 御 覧 く だ さ い 。  
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算 数 ・ 数 学 の 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 に お い て 、既 習 事 項 や 他 者 の 考

え を 結 び 付 け ら れ る よ う 授 業 を デ ザ イ ン す る こ と で 、統 合 的 ・ 発 展 的

に 考 え る こ と が で き る 児 童 を 育 成 す る こ と が で き る だ ろ う 。  

□  既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 す る こ と  

□  他 者 と 考 え を 交 流 す る こ と  



 

 

 

 

 

 

 

 

 各 教 科 等 に は 、そ れ ぞ れ の 特 質 に 応 じ た 学 習 過 程 が あ り ま す 。算 数 科

で は 、「 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 」 と し て 、 算 数 編 に 示 さ れ て い ま す 。  

 

 こ の 「 問 題 発 見 ・ 解 決 」 に つ い て は 、 学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の

一 つ と し て 、 学 習 指 導 要 領 等 に も 示 さ れ て い ま す 。  

「 問 題 発 見 ・ 解 決 」 と は 、「 物 事 の 中 か ら 問 題 を 見 い だ し 、 解 決 の 方

向 性 を 決 定 し 、解 決 方 法 を 探 し て 計 画 を 立 て 、結 果 を 予 測 し な が ら 実 行

し 、 振 り 返 っ て 次 の 問 題 発 見 ・ 解 決 に つ な げ て い く 」 と い っ た 、 学 習 過

程 の こ と を 指 し ま す 。  

 

 算 数 科 に お け る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 図 る 上 で 、 算 数 編 に は 、 こ の 「 問

題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 」 が 極 め て 重 要 で あ る こ と が 示 さ れ て い ま す 。  

 算 数 科 の 「 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 」 に は 、 二 つ の 過 程 が 相 互 に 関 わ り

合 っ て 展 開 さ れ る こ と が 考 え ら れ ま す 。そ れ を イ メ ー ジ し た も の が 次 の

図 で す 。  
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『 算 数 ・ 数 学 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ に お け る 審 議 の 取 り ま と め 』（ 中 央 教 育 審 議 会 ） か ら 引 用  

09  算 数 科 に お け る 「 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 」  
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 二 つ の 過 程 と は 、「 日 常 生 活 や 社 会 の 事 象 か ら 問 題 を 捉 え た 過 程 」と 、

「 数 学 そ の も の の 事 象 か ら 問 題 を 捉 え た 過 程 」 の こ と で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算 数 は 生 活 や 他 の 学 習 等 、 様 々 な 場 面 で 活 用 す る こ と が で き ま す 。  

算 数 の 学 習 で 身 に 付 け た 資 質・能 力 を 生 活 や 学 習 の 様 々 な 場 面 で 活 用

す る こ と に よ っ て 、算 数 科 で 学 ん だ 学 習 が 意 味 あ る も の と な り 、数 学 の

よ さ を 実 感 を 伴 っ て 味 わ う こ と が で き る よ う に な る と 考 え ら れ て い ま

す 。  

 そ う い っ た 方 向 性 か ら 、 算 数 科 の 学 習 過 程 は “ 現 実 の 世 界 ” と “ 数 学

の 世 界 ” か ら 事 象 を 捉 え 、 問 題 発 見 ・ 解 決 が で き る よ う す る こ と が 重 要

だ と さ れ て い ま す 。  

 

 ま た 、 こ れ ら の 過 程 に つ い て は 、 自 立 的 に 、時 に 協 働 的 に 展 開 さ れ る

よ う 指 導 改 善 を 図 っ て い く こ と も 大 切 で す 。  

 そ の 具 体 に つ い て 、 算 数 編 に 次 の よ う に 示 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 「 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 」 を 通 し て 、 事 象 を 「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え

る こ と 」 や 、 そ の た め に 「 意 見 の 交 流 や 議 論 な ど 対 話 的 な 学 び 」 に よ っ

て 深 い 学 び を 実 現 す る こ と が 、 繰 り 返 し 示 さ れ て い ま す 。  

 

 算 数 科 の 教 科 書 に 、日 常 生 活 に 深 く 関 わ る 問 題 が 多 く 設 定 さ れ て い る

の も 、 こ う し た 「 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 」 を 踏 ま え た も の で す 。  

教 科 書 の 内 容 は 、と て も よ く 考 え ら れ て 作 ら れ て い る の で 、不 必 要 に

変 更 す る こ と は 禁 物 で す 。教 科 書 の 問 題 場 面 や 数 値 設 定 か ら 、教 員 自 身

が 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て み ま し ょ う 。そ の 中 で 、 問 題 発 見 や

解 決 の た め の 見 通 し が 立 て ら れ る か も し れ ま せ ん 。  
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「 日 常 生 活 や 社 会 の 事 象 を 数 理 的  

に 捉 え 、 数 学 的 に 表 現 ・ 処 理 し 、  

問 題 を 解 決 し 、 解 決 過 程 を 振 り  

返 り 得 ら れ た 結 果 の 意 味 を 考 察  

す る 」 と い う 問 題 解 決 の 過 程  

「 数 学 の 事 象 に つ い て 統 合 的 ・ 発 展  

的 に 捉 え て 新 た な 問 題 を 設 定 し 、  

数 学 的 に 処 理 し 、 問 題 を 解 決 し 、  

解 決 過 程 を 振 り 返 っ て 概 念 を 形 成  

し た り 体 系 化 し た り す る 」 と い う  

問 題 解 決 の 過 程  

“ 数 学 の 世 界 ”  “ 現 実 の 世 界 ”  

こ れ ら の 問 題 解 決 の 過 程 に お い て ，よ り よ い 解 法 に 洗 練 さ せ て い く た

め の 意 見 の 交 流 や 議 論 な ど 対 話 的 な 学 び を 適 宜 取 り 入 れ て い く こ と

が 必 要 で あ る が ， そ の 際 に は あ ら か じ め 自 己 の 考 え を も ち ， そ れ を 意

識 し た 上 で ， 主 体 的 に 取 り 組 む よ う に し ， 深 い 学 び を 実 現 す る こ と が

求 め ら れ る 。  

『 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 ３ 月 告 示 ） 解 説  算 数 編 』 か ら 引 用  



 

 

 

 

 

 

 

 

 各 教 科 等 に お い て も 、 必 ず 学 習 内 容 に は 「 つ な が り 」 が あ り ま す 。 特

に 算 数 ・ 数 学 は 、 小 学 校 か ら 中 学 校 ・ 高 等 学 校 に 至 る ま で 、 内 容 の つ な

が り が 色 濃 い こ と が 特 長 と 言 え ま す 。  

こ こ で は 、算 数・数 学 の 内 容 の「 系 統 性 」に つ い て 紹 介 し て い き ま す 。  

 

 算 数 編 に 示 さ れ て い る 「 系 統 性 」 に 関 す る 記 述 は 次 の と お り で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ れ を 受 け 、算 数 科 の 教 科 書 に お い て も 、第 １ 学 年 か ら 第 ６ 学 年 ま で

の 問 題 場 面 や 数 値 等 が 系 統 的 に 構 成 さ れ て い ま す 。担 当 す る 学 年 の 教 科

書 だ け で な く 、そ の 前 後 で ど の よ う な 系 統 性 が あ る か 留 意 し な が ら 教 材

研 究 に 取 り 組 む こ と が 大 切 で す 。  

 

 次 の ペ ー ジ は 、 算 数 ・ 数 学 の 内 容 の 系 統 一 覧 で す 。  

 各 校 で 使 用 し て い る 教 科 書 会 社 に も 系 統 表 が 作 成 さ れ て い る 場 合 が

多 く あ り ま す の で 、W e b ペ ー ジ 等 で 参 照 し て み る と 、教 材 研 究 の 参 考 に

な る か も し れ ま せ ん 。  
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「 学 年 の 目 標 の 設 定 」 に つ い て  
学 年 の 目 標 は ， そ れ ぞ れ の 学 年 だ け で 捉 え ら れ が ち で あ る が ， 小

学 校 の ６ 年 間 で 漸 次 達 成 し て い く 目 標 と し て そ の 系 統 性 に も 注 意 を
払 い ， 後 述 す る 「 内 容 構 成 の 考 え 方 」 と の 関 連 を 踏 ま え て お く 必 要
が あ る 。  

「 内 容 」 に つ い て  
「 内 容 」 の 系 統 性 ，「 内 容 」 と 育 成 さ れ る 資 質 ・ 能 力 と の つ な が り

及 び こ れ ま で に 明 ら か に な っ て い る 課 題 な ど を 意 識 し た 「 内 容 」 の
構 成 ， 配 列 に す る こ と が 求 め ら れ る 。  

「 内 容 領 域 の 構 成 」 に つ い て  
算 数 科 に お い て 育 成 を 目 指 す「 知 識 及 び 技 能 」，「 思 考 力 ，判 断 力 ，

表 現 力 等 」 が よ り 明 確 に な り ， そ れ ら を 育 成 す る た め の 学 習 過 程 の
計 画 が 図 ら れ る よ う に す る た め に 設 定 し ， 内 容 の 系 統 性 や 発 展 性 の
全 体 を ， 中 学 校 数 学 科 と の 接 続 を も 視 野 に 入 れ て 整 理 し た も の で あ
る 。  

10  算 数 ・ 数 学 の 内 容 の 「 系 統 性 」  

 

－ 第 ２ 章 －  算 数 科 の 目 標 と 内 容  

 

『 小 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 ３ 月 告 示 ） 解 説  算 数 編 』 か ら 引 用  

（ 同 上 ）  

（ 同 上 ）  
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『 内 容 関 連 系 統 表 』（ 東 京 書 籍 ） を 参 考 に 作 成  
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『 内 容 関 連 系 統 表 』（ 東 京 書 籍 ） を 参 考 に 作 成  

 

－ 第 ２ 章 －  算 数 科 の 目 標 と 内 容  
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『 内 容 関 連 系 統 表 』（ 東 京 書 籍 ） を 参 考 に 作 成  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 第３章 －  

統 計 手 法 と 調 査 分 析  



 

 

 

 

 

 

 

 

 第 ３ 章 で は 、カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 に お け る 調 査 研 究 に つ い て 紹 介 し

て い き ま す 。  

前 章 で は 、 研 究 仮 説 を 紹 介 し ま し た 。 そ れ に つ い て …  

 

 

 

 

そ れ ら を 統 計 か ら 明 ら か に す る こ と が で き る の が 、「 回 帰 分 析 」で す 。  

回 帰 分 析 と は 、結 果 と 要 因 の 関 係 性（ 影 響 度 や 寄 与 率 ）を 明 ら か に す

る た め の 統 計 手 法 の 一 つ で す 。  

回 帰 分 析 と い っ て も 、変 数 の 扱 い 方 に よ っ て 様 々 あ り ま す が 、こ こ で

は 代 表 的 な 「 単 回 帰 分 析 」 と 「 重 回 帰 分 析 」 を 紹 介 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「 単 回 帰 分 析 」 の 例 で は 、「 パ ン 屋 の 売 上 （ 目 的 変 数 ）」 に 対 す る 「 駅

の 利 用 人 数 （ 説 明 変 数 ）」 の 関 係 性 を 把 握 す る こ と が で き ま す 。  

 し か し 、 こ の 変 数 間 の 関 係 性 が 明 ら か に な っ た と し て も 、「 駅 の 利 用

人 数 が 多 い か ら パ ン 屋 が 儲 か る 」と い う ま で の 因 果 関 係 ま で は 立 証 で き

ま せ ん 。  

 実 際 に は 、複 数 の 要 因 が 関 わ り 合 い 、ど の 要 因 が 強 く 影 響 し て い る の

か 明 ら か に す る 必 要 が あ り ま す 。  

 複 数 の 要 因 と 結 果 と の 関 係 性 に つ い て 把 握 し 、ど の 要 因 が ど れ だ け 影

響 し て い る の か 検 証 す る こ と が で き る の が 、「 重 回 帰 分 析 」 で す 。  

 変 数 間 の 影 響 度 を 明 ら か に す る こ と で 、そ れ を 元 に し て 将 来 の 予 測 を

行 う こ と も 可 能 と な り ま す 。  
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結 果 に 対 し て 、 一 つ の 要 因 と の  

関 係 に つ い て 明 ら か に す る 分 析  

結 果 に 対 し て 、 複 数 の 要 因 と の  

関 係 に つ い て 明 ら か に す る 分 析  

“ 重 回 帰 分 析 ”  “ 単 回 帰 分 析 ”  

11  「 回 帰 分 析 」 を 用 い た 調 査 分 析  

 

－ 第 ３ 章 －  統 計 手 法 と 調 査 分 析  

「 そ の 研 究 仮 説 に 、 も し も 妥 当 性 が 担 保 さ れ た な ら … 」  

「 あ る い は 、 検 証 に 向 け て 事 前 に 有 効 と な る 手 だ て が 予 測 で き た ら … 」  



 

 

 

 

 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 に お け る 仮 説 の 妥 当 性 を 検 証 す る こ と を 目 的

に 、 こ の 「 重 回 帰 分 析 」 の 手 法 を 用 い た 調 査 研 究 に 取 り 組 み ま し た 。  

 ま ず は 、確 か め た い 結 果（ 目 的 変 数 ）と し て 、「 統 合 的 に 考 え る こ と 」

と「 発 展 的 に 考 え る こ と 」を 設 定 し ま す 。そ し て 、結 果 に 対 す る 要 因（ 説

明 変 数 ）と し て 、学 習 の 進 め 方 に 関 す る 意 識 の う ち 七 つ の 項 目 を 設 定 し

ま し た 。  

 調 査 で は 、そ れ ぞ れ の 項 目 を「 と て も よ く 当 て は ま る 」「当 て は ま る 」

「 ど ち ら か と い う と 当 て は ま る 」「 ど ち ら か と い う と 当 て は ま ら な い 」

「 当 て は ま ら な い 」「 ま っ た く 当 て は ま ら な い 」 の ６ 件 法 で 回 答 す る よ

う に し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分 析 に 際 し て は 、 次 の よ う な 注 意 が 必 要 で す 。  
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□  量 的 デ ー タ を 扱 う こ と  

（ 目 的 変 数 を 質 的 デ ー タ に し た も の を 「 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 」 

と い う 。）  
 

□  全 て の 変 数 を 数 値 デ ー タ に す る こ と  

 （ 名 義 尺 度 の よ う な 定 性 的 デ ー タ は 数 値 に 変 換 す る 必 要 が あ る 。  

  こ の 場 合 の 変 数 の こ と を 「 ダ ミ ー 変 数 」 と い う 。）  
 

□  使 用 す る 説 明 変 数 を 厳 選 す る こ と  

 （ 説 明 変 数 が 極 端 に 多 か っ た り 少 な か っ た り す る と 適 切 な 結 果 を  

  得 に く く な る 。 説 明 変 数 は ７ 個 程 度 が よ い と さ れ て い る 。）  

               E x . ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 、 強 制 投 入 法  
 

□  多 重 共 線 性 を 取 り 除 く こ と  

 （ 説 明 変 数 間 に 強 い 関 連 性 が あ る と き （ m u l t i c o l l i n e a r i t y ） は 、  

ど ち ら か 一 方 の 変 数 を 分 析 か ら 除 く 必 要 が あ る 。）  

(ｎ ＝ 3,775)  



 

 

 

 

 

 

 

 

で は 、 調 査 研 究 か ら 得 ら れ た 結 果 を 紹 介 し て い き ま す 。  

 結 論 か ら 伝 え る と 、「 統 合 的 に 考 え る こ と 」「 発 展 的 に 考 え る こ と 」の

両 方 に 共 通 し て 、「 既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 す る こ と 」「 他 者 の 考 え を 交

流 す る こ と 」 の 二 つ が 強 く 影 響 し て い る こ と が 分 か り ま し た 。  

  

検 出 さ れ た 分 析 結 果 の 詳 細 は 、 次 の と お り で す 。  
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12  「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」に 対 す る 影 響 度  

 

－ 第 ３ 章 －  統 計 手 法 と 調 査 分 析  



 

 

 

 

 

 そ れ ぞ れ の 数 値 の 解 釈 に つ い て は 、 次 の と お り で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ら 解 釈 の 方 法 を 踏 ま え 、回 帰 式 の 適 合 度 や 有 意 性 を 確 認 す る こ と

に よ っ て 、「 既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 す る こ と 」「 他 者 の 考 え を 交 流 す る

こ と 」 が 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 に 強 く 影 響 し て い る と 判 断

で き 、 本 研 究 の 仮 説 は 妥 当 性 が 高 い こ と が 言 え ま す 。  

 し た が っ て 、「 統 合 的・発 展 的 に 考 え る こ と 」が 促 進 さ れ る た め に は 、

「 既 習 事 項 」と 「 他 者 の 考 え 」を 結 び 付 け た 授 業 を デ ザ イ ン す る こ と が

有 効 な 手 だ て で あ る こ と が 予 測 で き ま す 。  

 

 こ れ ら 、「 既 習 事 項 」 と 「 他 者 の 考 え 」 の 促 進 に 向 け た 開 発 研 究 に つ

い て 、 次 の 章 か ら 紹 介 し て い き ま す 。  
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□  重 相 関 R   

目 的 変 数 の 値 と 、 回 帰 式 か ら 得 ら れ る 予 測 値 と の 相 関 関 係 の 程 度  

を 表 す 数 値 。 ０ か ら １ の 間 の 値 を 取 り 、 １ に 近 い ほ ど 当 て は ま り が  

よ い こ と を 意 味 す る 。  
 

□  重 決 定 R ２  

  重 相 関 R を ２ 乗 し た 数 値 で 、回 帰 式 に お け る 説 明 変 数 と 目 的 変 数

の 適 合 度 を 評 価 す る 指 標 と な る 。 0 . 5 ≦ R ２ で あ る と 適 合 度 が 高 い 。  
 

□  補 正 R ２  

 重 回 帰 分 析 に お い て 、 説 明 変 数 の 個 数 や 単 位 の 自 由 度 を 考 慮 し 、

調 整 し た 数 値 。 0 . 2 5 ≦ R ２ ≦ 0 . 5 か つ 0 . 5 ≦ R ２ で あ る の が 理 想 。  
 

□  有 意 F  

  回 帰 式 の 有 意 性 を 評 価 す る 指 標 と な る 数 値 。 一 般 的 に は 0 . 0 5

（ ５ ％ 水 準 ） よ り 低 い と 、 有 意 で あ る と 判 断 で き る 。  
 

□  係 数  

 回 帰 式 に お け る 傾 き を 表 し た 数 値 。  

（ 説 明 変 数 の 単 位 が 異 な る た め 、 影 響 度 の 大 き さ を 直 接 比 較 す る 値

で は な い 。）  
 

□  ｔ 値  

目 的 変 数 に 対 す る 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 影 響 度 を 判 断 す る 指 標

と な る 数 値 。 絶 対 値 で ２ を 超 え る と 有 意 。  
 

□  P 値  

  そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 有 意 性 を 判 断 す る 指 標 と な る 数 値 。 一 般 的

に は 、 0 . 0 5 （ ５ ％ 水 準 ） よ り 低 い と 、 有 意 で あ る と 判 断 で き る 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 第４章 －  

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」  



 

 

 

 

 

 

 

 

「 既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 す る こ と 」に 向 け て 、本 研 究 で 独 自 に 開 発

し た の が 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 で す 。  

 

算 数 科 の 内 容 を 領 域 ご と に  

整 理 し 、 下 学 年 か ら の 系 統 を  

捉 え ら れ る よ う 作 成 し た も の  

で す 。  

 M i c r o s o f t  P o w e r P o i n t（  

以 下 「 P o w e r P o i n t 」 と い う 。）  

で 作 成 し た も の を P D F フ ァ  

イ ル に 変 換 し て い る た め 、 あ  

ら ゆ る デ ジ タ ル 端 末 で の 対 応  

が 可 能 と な る よ う に し ま し た 。  

 ハ イ パ ー リ ン ク 機 能 を 活 用 し て 、画 面 上 を タ ッ チ す る だ け の 簡 単 な 操

作 で ペ ー ジ を 送 る こ と が で き 、ま る で ア プ リ ケ ー シ ョ ン の よ う な 感 覚 で 、

学 習 内 容 を 楽 し く 閲 覧 で き る よ う に も 心 掛 け ま し た 。  

 

 

  

 

 

 

 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」は 一 人 一 人 の 学 習 状 況 に 合 わ せ て 活 用 す る ツ ー ル と

し て 作 成 し ま し た 。活 用 を 通 し て 、既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 し 、内 容 の

系 統 性 を 捉 え な が ら 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 が 期 待 で き る と

考 え 、 開 発 に 取 り 組 み ま し た 。  

 

 ま た 、 教 員 が 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 を 活 用 す る こ と で 、 内 容 の 系 統 性 を 意

識 し た 授 業 研 究 や 教 材 研 究 に 寄 与 す る こ と も 考 慮 し て い ま す 。   
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□  既 習 事 項 を 確 認 し た い と き  

□  本 時 の 内 容 と 既 習 の 内 容 を 比 較 し た い と き  

□  既 習 事 項 を 基 に 考 え 方 の 説 明 を し た い と き  

－ お 知 ら せ －  

「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 は 、 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 に お け る 検 証 授 業 で 活 用 す る こ

と を 第 一 目 的 と し て 開 発 ・ 作 成 し た も の で す 。「 学 校 教 育 に お け る 著 作 物 利 用 の

ル ー ル （ 文 化 庁 ）」 に 基 づ き 、 本 ガ イ ド ブ ッ ク で は 、「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 の 開 発 の 経

緯 や 概 要 の み を 掲 載 い た し ま す 。  

13  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」  

 

－ 第 ４ 章 －  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」

統 計 手 法 と 調 査 分 析



 

 

 

 

授 業 で 教 材 提 示 を す る 際 に 、 P o w e r P o i n t を 活 用 す る 場 面 も 多 い と 思

い ま す 。「算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」は 、P o w e r P o i n t の 機 能 を 活 用 し て 簡 単 に 作 成

す る こ と が で き ま す 。  

こ こ か ら は 、 P o w e r P o i n t の ハ イ パ ー リ ン ク 機 能 を 活 用 し た 教 材 提 示

方 法 を 紹 介 し ま す の で 、ぜ ひ 教 材 開 発 の 参 考 に し て い た だ け た ら と 思 い

ま す 。  
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１  ス ラ イ ド を 作 成 す る 。  

 

 

 

 

 

 

２  ハ イ パ ー リ ン ク を 付 け た い 画 像 ・ 図 形 ・ テ キ ス ト 等 を 選 択 し 、  

「 挿 入 」 か ら 「 リ ン ク 」 を 選 択 す る 。  

 

 

 

 

 

 

３  「 こ の ド キ ュ メ ン ト 内 」 か ら 、 リ ン ク を 付 け た い ス ラ イ ド を 選 択  

 し て 「 O K 」 で 決 定 す る 。  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 で は 、開 発 物 の 活 用 を 通 し て 児 童 の 変 容 を 検 証

す る た め の 検 証 授 業 を 行 い ま し た 。そ の と き の 様 子 に つ い て 紹 介 し ま す 。 

 

 児 童 の 一 人 １ 台 端 末 に 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 を 導 入 し た 後 、自 由 に 触 れ て

操 作 す る 時 間 を 設 定 し ま し た 。  

児 童 に と っ て 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 は 、 真 新 し い も の で あ り 、 と て も 興 味

関 心 を 引 く も の だ っ た よ う で す 。 初 め て「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」に 触 れ た 児 童

か ら は 、 様 々 な 反 応 が 見 ら れ ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ ち ら か ら 特 に 指 示 を し な く て も 、既 習 事 項 を 振 り 返 り 、学 習 単 元 の

内 容 の 関 連 に つ い て 意 識 が 向 け ら れ て い く 姿 が 見 て 取 れ ま し た 。  

そ う し た 姿 を 価 値 付 け 、既 習 事 項 を 活 用 す る こ と の 大 切 さ を 伝 え る こ

と で 、更 に 算 数 の 内 容 の 系 統 性 に 視 野 を 広 げ 、学 習 を 進 め て い け る よ う

に 支 援 し ま し た 。  

 

 一 方 で 、 一 人 １ 台 端 末 に よ る 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 が 、 か え っ て 集 中 力 を

途 切 れ さ せ て し ま う よ う な 場 面 も あ り ま し た 。 ま た 、児 童 の 中 に は 、 適

切 な 活 用 方 法 を 見 い だ せ ず に い る 様 子 も 確 認 で き ま し た 。  

 一 人 １ 台 端 末 の 不 備 等 に よ っ て 、計 画 し て い た 場 面 で 、活 用 で き な い

状 況 が 生 ま れ て し ま う こ と も 、デ ジ タ ル を 活 用 す る 上 で の 課 題 と な る こ

と を 考 慮 し て お く 必 要 が あ り ま す 。  
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単 に 授 業 で I C T を 活 用 す れ ば 、 教 育 効 果 が 期 待 で き る も の で は な

く 、Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 の 場 面 や タ イ ミ ン グ 、活 用 す る 上 で の 創 意 工 夫 が 教 師

の 授 業 技 術 に 大 き く 関 わ っ て い る と 考 え ら れ る 。  
「 教 育 の 情 報 化 に 関 す る 手 引 」 検 討 素 案 （ 文 部 科 学 省 ） か ら 引 用   

「 お も し ろ い 」  

「 と て も 便 利 だ 」  

「 こ ん な 勉 強 し た よ ね 」  

「 こ の 内 容 は 得 意 （ 苦 手 ） だ な 」  

「 こ う や っ て 算 数 は つ な が っ て い る ん だ ね 」  

「 こ れ （ 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ ） が あ れ ば 、 前 の 学 習 を 振 り 返 る こ と が で き る 」  

「 今 日 の 学 習 の ヒ ン ト に な り そ う 」  

14  「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 を 活 用 し た 学 習 活 動  

 

－ 第 ４ 章 －  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 教 材 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」

統 計 手 法 と 調 査 分 析



 

 

 

 

 授 業 を 重 ね て い く う ち に 、「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 の 活 用 が 定 着 し 、 既 習 事

項 と の 関 連 を 意 識 す る 姿 や 、既 習 事 項 を 想 起 し た り 活 用 し た り し な が ら

統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る 児 童 の 姿 が 多 く 見 ら れ る よ う に な り ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授 業 の 開 始 前 や 休 み 時 間 に は 、 す す ん で 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 を 開 き 、 既

習 事 項 を 確 認 し た り 、 本 時 の 学 習 を 想 像 し た り す る 姿 が 見 ら れ ま し た 。 

 ま た 、 あ る 児 童 は 、 過 去 の 学 年 の 既 習 事 項 と の 共 通 点 等 か ら 、単 元 全

体 の 系 統 性 を 意 識 し て 学 習 を 広 げ 深 め て い く 様 子 も 見 ら れ ま し た 。  

   

 こ れ ら 「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 の 活 用 を 通 し て 、 既 習 事 項 と の 関 連 を 意 識 す

る だ け で な く 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 を 身 に 付 け 、 深 い 学 び

に 発 展 さ せ て い く 姿 が 確 認 で き ま し た 。  
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□  授 業 開 始 前 （ 休 み 時 間 ）  

 

 

 

 

 

 

□  既 習 事 項 を 想 起 す る 場 面  

 

 

 

 

 

 

□  考 え 方 を 説 明 す る 場 面  

 

 

 

 

 

昨 日 は ど ん な 学 習 を し た か な … 。  

今 日 は ど ん な 問 題 に 取 り 組 む の だ

ろ う … 。  

た し か ○ 年 生 の と き の 学 習 で 、似 た

よ う な 問 題 に 取 り 組 ん だ な … 。  

「 ～ ～ 」の 学 習 で 学 ん だ こ と を 生 か

し て 考 え て み る と … 。  

「 ～ ～ 」の 学 習 で 学 ん だ こ と が 生 か

せ そ う だ な … 。  

こ れ ま で の 問 題 を 変 え て 、 他 に も

□ □ の よ う な 場 面（ 数 ）で も 考 え ら

れ な い か な … 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 第５章 －  

算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 皆 さ ん は 、「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 と い う 言 葉 を 御 存 知 で し ょ う か 。  

 近 年 、あ ら ゆ る 社 会 で 活 用 さ れ る よ う に な り 、教 育 現 場 に お い て も 注

目 さ れ る よ う に な り ま し た 。  

「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ( f a c i l i t a t i o n ) 」と は 、協 働 に よ る 問 題 解 決 を 促

進 す る 技 術 と し て 、ア メ リ カ の 心 理 学 者 グ ル ー プ に よ っ て 考 案 さ れ ま し

た 。  

f a c i l は ラ テ ン 語 で e a s y を 意 味 し ま す 。「 容 易 に す る 」「 円 滑 に す る 」

「 ス ム ー ズ に 運 ば せ る 」と い う の が 英 語 の 原 意 で す 。人 々 の 活 動 が 容 易

に で き る よ う 支 援 し 、う ま く こ と が 運 ぶ よ う に す る の が「 フ ァ シ リ テ ー

シ ョ ン 」 で す 。  

 

「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」の 役 割 を 担 う 人 の こ と を フ ァ シ リ テ ー タ ー と

呼 び ま す 。フ ァ シ リ テ ー タ ー は 、協 働 や 対 話 に 対 す る モ チ ベ ー ト を 構 築

し 、集 団 に よ る 知 的 相 互 作 用 を プ ラ ス の 方 向 に な る よ う に 働 き 掛 け て い

き ま す 。  

令 和 答 申 や 東 京 都 教 育 施 策 大 綱 等 に は 、こ れ か ら の 学 び に 向 け た 教 員

の 資 質・能 力 と し て 、「フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 能 力 」が 挙 げ ら れ て い ま す 。  

教 員 は 学 習 活 動 の 中 で 、 こ の 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」の ス キ ル を 発 揮

し 、子 供 の 主 体 的 な 学 び を 支 援 す る「 伴 走 者 」 と し て の 役 割 を 果 た す こ

と が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン の 特 徴 は 、外 面 的 な プ ロ セ ス と 、内 面 的 な プ ロ セ

ス の 両 方 に 関 わ る こ と だ と さ れ て い ま す 。  

外 面 的 な プ ロ セ ス と は 、 段 取 り 、 進 行 、 プ ロ グ ラ ム と い っ た 、 活 動 の

目 的 を 達 成 す る た め の プ ロ セ ス の こ と で す 。  

一 方 で 、 内 面 的 な プ ロ セ ス と は 、 参 加 者 （ 子 供 ） 一 人 一 人 の 考 え 方 に

関 す る 思 考 的 な 部 分 と 、 感 情 の 動 き 、 参 加 者 同 士 の 関 係 性 等 に 関 す る  

部 分 を 合 わ せ た プ ロ セ ス の こ と を 指 し ま す 。  

 

チ ー ム 活 動 を 円 滑 に 進 め る に は  

外 面 的 な プ ロ セ ス が 大 切 で す が 、  

成 果 や 満 足 感 を 左 右 す る の は 内 面  

的 な プ ロ セ ス だ と さ れ て い ま す 。  

協 働 や 対 話 の 中 で は 、 一 人 一 人  

の 様 々 な 考 え 方 や 思 い が ぶ つ か り あ っ て 、感 情 も 関 係 性 も 常 に 変 化 し て

い ま す 。 フ ァ シ リ テ ー タ ー は 両 方 の プ ロ セ ス に ア プ ロ ー チ す る こ と で 、

人 と 人 の 相 互 作 用 を 促 進 し て い く 役 割 を 果 た し て い き ま す 。  

 

 

4 4  

15  「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 に 必 要 な “四 つ の ス キ ル ”  

 

－ 第 ５ 章 －  算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  

内 面 的 な プ ロ セ ス  

外 面 的 な  

 プ ロ セ ス  



 

 

 

 

 で は 、 こ の よ う な 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 を 行 う た め に 、 ど の よ う な

こ と に 着 目 し て 取 り 組 め ば よ い の で し ょ う 。  

堀 公 俊 （ 2 0 1 8）『 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 入 門 〈 第 ２ 版 〉』 に は 、「 フ ァ シ

リ テ ー シ ョ ン 」 の 基 本 と な る “ 四 つ の ス キ ル ” が 挙 げ ら れ て い ま す 。  

そ れ ら の ス キ ル に 算 数 科 の 指 導 を 反 映 さ せ た の が 、 次 の と お り で す 。 

 

１ ．「 場 の デ ザ イ ン 」 の ス キ ル 〈 学 び 合 う 場 を つ く り 、 関 係 性 を 築 く 〉  

算 数 科 の 目 標 や 学 習 過 程 を 自 覚 さ せ る と と も に 、対 話 的 な 学 び に 向 け

た 意 欲 の 醸 成 や 関 係 性 の 構 築 を 図 る  

  

２ ．「 対 人 関 係 」 の ス キ ル 〈 考 え を 引 き 出 し 、 受 け 止 め 、 つ な げ る 〉  

 学 習 の 中 で 変 化 す る 一 人 一 人 の 考 え や 思 い を 引 き 出 し 、受 け 止 め な が

ら 、 対 話 が 生 ま れ る よ う に つ な ぐ  

 

３ ．「 構 造 化 」 の ス キ ル 〈 可 視 化 ・ 構 造 化 を 図 り 、 考 え を 整 理 す る 〉  

 板 書 や ワ ー ク シ ー ト 等 を 活 用 し て 、考 え の 可 視 化 ・ 構 造 化 を 図 り 、筋

道 を 立 て て 整 理 す る  

 

４ ．「 合 意 形 成 」 の ス キ ル 〈 考 え を ま と め 、 分 か ち 合 う 〉  

 多 様 な 考 え を 焦 点 化 し 、対 立 の 解 消 を 図 る 中 で 、考 え を ま と め 決 定 し 、

学 習 し た こ と を 分 か ち 合 え る よ う 働 き か け る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ の「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」を 用 い た 授 業 デ ザ イ ン に よ っ て 、対 話 的

な 学 び が 促 進 さ れ 、他 者 の 考 え を 結 び 付 け な が ら 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え

る 姿 が 期 待 で き る と 考 え て い ま す 。  
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『 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 入 門 』（ 日 本 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 協 会 フ ェ ロ ー  堀  公 俊 ） を 参 考 に 作 成  



 

 

 

 

 

 

 

 

 こ こ か ら は 、「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 に お け る “ 四 つ の ス キ ル ” に つ

い て 、 検 証 授 業 で の 活 用 例 を 基 に 紹 介 し て い き ま す 。  

 

 ま ず は 、「 場 の デ ザ イ ン 」 で す 。  

対 話 的 な 学 び を 促 進 す る た め に は 、 こ の 「 場 の デ ザ イ ン 」 に よ っ て 、

児 童 同 士 の 関 係 性 を 構 築 し 、学 び 合 う た め の 場 を つ く る こ と か ら 始 ま り

ま す 。  

さ ら に 、算 数 科 に お い て 協 働 や 対 話 に よ っ て 深 い 学 び へ と 発 展 さ せ て

い く た め に は 、児 童 一 人 一 人 に 算 数 科 の 目 標 や 学 習 過 程 を 自 覚 で き る よ

う に す る こ と も 大 切 で す 。  

 

 こ う し た 学 習 意 欲 の 醸 成 や 関 係 性 の 構 築 を 図 る た め 、検 証 授 業 を 実 施

す る 前 に 、オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 時 間 を 設 定 し ま し た 。そ こ で 、次 の 三

つ 行 っ た こ と は 、 次 の 三 つ で す 。  

 

 

 

 

 

こ れ ら は 、 私 が 学 級 開 き を す る 場 面 で も 、 よ く 行 う 活 動 で す 。  

教 員 研 究 生 は 学 校 を 離 れ て 研 究 を 行 っ て い る た め 、検 証 授 業 と い っ て

も 初 め て 会 う 児 童 と 授 業 を 行 い 、研 究 成 果 の 検 証 に 臨 む こ と に な り ま す 。 

児 童 と の 学 級 開 き と い う 意 味 を 込 め て 、 検 証 授 業 の 前 に 行 い ま し た 。 

 

１ ． 自 己 開 示 と 相 互 理 解 （「 コ ー チ ン グ 」 の 手 法 を 用 い て ）  

一 人 一 人 の 児 童 の よ さ や 可 能 性 を 引 き 出 す た め に は 、「 そ の 人 自 身 の

中 に あ る 答 え 」 を 表 出 で き る よ う に 導 く 必 要 が あ り ま す 。  

 そ こ で 用 い た 手 法 が 「 コ ー チ ン グ 」 で す 。  

 「 コ ー チ ン グ 」 と は 、 本 来 持 っ て い る 力 や 可 能 性 を 最 大 限 に 発 揮 で き

る よ う サ ポ ー ト す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 で す 。  
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16  「 場 の デ ザ イ ン 」〈 学 び 合 う 場 を つ く り 、 関 係 性 を 築 く 〉  

 

－ 第 ５ 章 －  算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  

１ ． 自 己 開 示 と 相 互 理 解 （「 コ ー チ ン グ 」 の 手 法 を 用 い て ）  

２ ． 算 数 科 の 目 標 と 学 習 過 程 に つ い て  

３ ． 対 話 的 な 学 び に つ い て （「 イ エ ス ノ ー ク イ ズ 」 を 用 い て ）  

「 算 数 の 学 習 を 通 し て 、 ど の よ う な 自 分 に な り た い か 」  

「 算 数 の 学 習 を 、 ど の よ う に 学 ん で 生 か し て い き た い か 」  

「 そ の た め に 、 ど う い う 集 団 （ ク ラ ス ） に し て い き た い か 」  



 

 

 

 

 こ れ ら の 問 い に 対 し て 出 さ れ た 一 人 一 人 の 考 え を 、 ペ ア や グ ル ー プ 、

あ る い は 全 体 で 共 有 し 、 相 互 理 解 を 図 っ て い き ま し た 。  

 そ の と き に は 、自 分 と 異 な る 考 え を も っ て い た と し て も 、決 し て 否 定

せ ず 尊 重 し 、 共 感 す る こ と を 意 識 さ せ る こ と が 大 切 で す 。  

 そ う や っ て 相 互 理 解 を 図 る こ と で 、「 話 し や す い 」「 聞 き た い 」 と い っ

た 心 理 的 安 全 性 を 高 め る こ と に つ な が り ま す 。  

  

２ ． 算 数 科 の 目 標 と 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 に つ い て  

算 数 科 の 目 標 や 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 の 自 覚 に 向 け 、児 童 自 身 が 考 え

る 目 標 や 学 び 方 と 照 ら し 合 わ せ 、 理 解 を 促 し て い き ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

３ ． 対 話 的 な 学 び に つ い て （「 イ エ ス ノ ー ク イ ズ 」 を 用 い て ）  

自 分 の 考 え を 相 手 に 話 す こ と は 簡 単 で は あ り ま せ ん 。ま し て や 、授 業

中 に 多 く の 相 手 に 話 す こ と は と て も 勇 気 が い る も の で す 。  

 し か し 、 話 し た 相 手 か ら 「 う ん う ん 」「 そ っ か 」「 な る ほ ど 」 と い っ た

反 応 が 返 っ て き た ら ど う で し ょ う 。承 認 や 共 感 、そ し て 反 応 に よ っ て 人

は モ チ ベ ー ト さ れ 、 対 話 へ と 進 ん で い き ま す 。  

聞 き 手 の 反 応 に よ っ て 対 話 が 生 ま れ る こ と を 体 験 さ せ る 打 っ て つ け

の ゲ ー ム が 、「 イ エ ス ノ ー ク イ ズ 」 で す 。  

 回 答 者 の 中 に あ る 答 え を 、一 人 一 人 の 質 問 に よ っ て 導 き 出 す こ の ゲ ー

ム は 、反 応 す る こ と や 質 問 す る こ と の 楽 し さ と と も に 、見 方 ・ 考 え 方 を

働 か せ て 解 決 す る こ と の お も し ろ さ を 実 感 さ せ て く れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ら 三 つ の 内 容 は 、私 自 身 の 実 践 例 で す が 、い ず れ に し て も 児 童 に

と っ て 学 び や す い よ う な 場 を つ く り 、 互 い の 関 係 性 を 築 い て い く の が 、

「 場 の デ ザ イ ン 」 の ス キ ル で す 。  
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「 算 数 は 、 い ろ い ろ な 見 方 ・ 考 え 方 が あ っ て い い ん だ … 」  

「 既 習 事 項 を 意 識 す る と 、 問 題 発 見 や 解 決 に つ な が る か も … 」  

「 み ん な で 助 け 合 い 学 び 合 え る ク ラ ス に し た い な … 」  

そ れ は 生 き 物 で す か ？  

ふ む ふ む … 。  な る ほ ど ！  よ か っ た 。  わ か っ た ！  な ん だ ろ う … 。 

は い ！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 対 話 的 な 学 び を 充 実 さ せ て い く た め に は 、フ ァ シ リ テ ー タ ー と し て の

「 対 人 関 係 」 の ス キ ル が 重 要 で す 。  

こ こ で い う 「 対 人 関 係 」 の ス キ ル と は 、 児 童 の 考 え を 引 き 出 し 、 受 け

止 め 、他 の 考 え に つ な い で い く 、と い っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る

能 力 を 指 し ま す 。  

 

 人 に よ っ て 見 方 ・ 考 え 方 は 多 種 多 様 で す 。 例 え ば 、「 提 示 さ れ た 問 題

を 見 た と き 」「 誰 か の 発 言 を 聞 い た と き 」 な ど 、 児 童 一 人 一 人 に よ っ て

見 方 ・ 考 え 方 は 異 な る も の で す 。  

そ う し た と き に 、教 員 が フ ァ シ リ テ ー タ ー と な っ て 、一 人 一 人 の 考 え

を 引 き 出 し 、受 け 止 め 、他 の 考 え と つ な げ る よ う な 役 割 を 果 た す こ と で 、

対 話 的 な 学 び が 促 進 さ れ 、多 面 的 に 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ な が ら 、深 い

学 び へ と 発 展 さ せ る こ と が で き ま す 。  

 

こ う し た 「 対 人 関 係 」の ス キ ル を 発 揮 す る た め に 、検 証 授 業 で 意 識 し

た こ と は 次 の 三 つ で す 。  

 

 

 

 

 

 集 団 で の 検 討 場 面 で 、 こ れ ら 三 つ を 意 識 し て 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」

を 行 う こ と で 、 多 様 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て い く こ と が ね ら い で す 。 

そ れ で は 、 具 体 的 な 方 法 に つ い て 紹 介 し て い き ま す 。  

 

１ ． 相 互 作 用 を 「 観 察 」 す る 。  

 ま ず は 、「 観 察 」 か ら 始 め ま す 。  

 こ こ で い う 「 観 察 」 は 、 一 人 の 児 童 だ け で は な く 、 一 人 一 人 の 児 童 の

状 況 や 様 子 を 注 意 深 く 比 較 し て 観 る こ と を 指 し ま す 。  

発 表 者 を 指 名 し た と き 、そ の 児 童 を 観 て 評 価 す る こ と は も ち ろ ん で す

が 、 そ の 他 の 児 童 が 「 ど の よ う に 聴 い て い る の か 」「 ど の よ う な 表 情 や

態 度 に な っ て い る の か 」「 ど の よ う な 反 応 を 示 し て い る の か 」 な ど を 観

察 し て 、 一 人 一 人 を 比 較 し て み ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

4 8  

17  「 対 人 関 係 」〈 考 え を 引 き 出 し 、 受 け 止 め 、 つ な げ る 〉  

 

－ 第 ５ 章 －  算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  

１ ． 相 互 作 用 を 「 観 察 」 す る 。  

２ ．「 傾 聴 」 で 共 感 す る 。  

３ ．「 発 問 」 を 駆 使 す る 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教 員 は 、つ い 発 言 者 に 気 を 取 ら れ て し ま い 、他 の 児 童 よ り も 先 に 反 応

を し て し ま う こ と が あ り ま す 。他 の 児 童 の 表 情 や 反 応 を 注 意 深 く 観 察 す

る こ と で 、 新 た な 対 話 の き っ か け が 見 付 か る か も し れ ま せ ん 。  

 こ の よ う な 観 察 の 力 が 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー の 重 要 な 要 素 で す 。  

 

２ ．「 傾 聴 」 で 共 感 す る 。  

 児 童 の 相 互 作 用 を 観 察 し て い る と 、小 さ な つ ぶ や き や 気 付 き の 声 が 聞

こ え て く る よ う に な り ま す 。  

こ う し た 声 を「 傾 聴 」し 、共 感 し な が ら 受 け 止 め る こ と も フ ァ シ リ テ

ー タ ー の 重 要 な 要 素 で す 。  

上 の 図 の よ う な 場 面 で 、発 言 者 以 外 の 児 童 か ら 様 々 な 反 応 が 見 ら れ る

よ う に な っ た ら 、 対 話 の チ ャ ン ス で す 。  

反 応 、そ し て 発 言 へ ― ―  小 さ な 声 に 共 感 す る こ と で 、聞 き 手 だ っ た

児 童 か ら 話 し 手 へ と 成 長 さ せ る き っ か け に つ な げ て い き ま す 。  

 

３ ．「 発 問 」 を 駆 使 す る 。  

 「 発 問 」は 、「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」の 中 核 を 成 す 、最 も 重 要 で 難 し い

要 素 か も し れ ま せ ん 。  

 児 童 の 反 応 を 捉 え て 、 考 え を 拡 散 さ せ た り 、 収 束 さ せ た り し な が ら 、

見 方・考 え 方 を 働 か せ ら れ る よ う 、「発 問 」を 行 う こ と が ポ イ ン ト で す 。  

検 証 授 業 で は 、 児 童 が 他 者 の 考 え を 結 び 付 け な が ら 、「 統 合 的 ・ 発 展

的 に 考 え る こ と 」が で き る よ う 、次 の よ う な「 発 問 」を 取 り 入 れ ま し た 。  
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私 の 考 え 方 は …  

そ の 方 法 ね ！  な る ほ ど ！  同 じ だ っ た 。  や っ ぱ り ！  ど う い う こ と ？  

「 ～ さ ん は 、 ど ん な こ と を 言 っ て い ま し た か 」     （ 再 現 ）  

「 ～ さ ん が そ の よ う に 考 え た 気 持 ち は 分 か り ま す か 」  （ 共 感 ）  

「 ～ さ ん は 、 ど う し て そ の よ う に 考 え た の で し ょ う 」  （ 追 究 ）  

「 ～ さ ん の 考 え の 続 き は ど の よ う に な る で し ょ う 」   （ 予 想 ）  

 

「 こ れ ら の 考 え に 共 通 し て い る と こ ろ は あ り ま す か 」  （ 統 合 ）  

「 他 の 場 面 や 数 で も 同 じ こ と は 言 え ま す か 」      （ 発 展 ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 「 対 人 関 係 」の ス キ ル で 考 え を 表 出 で き る よ う に な る と 同 時 に 、 多 様

な 考 え を 整 理 し て い く ス キ ル も 大 切 で す 。  

算 数 科 に お い て 、 筋 道 を 立 て て 考 察 す る 力 （ 論 理 的 思 考 力 ） に も 関 わ

る 重 要 な ス キ ル こ そ 、 こ の 「 構 造 化 」 の ス キ ル で す 。  

 

 検 証 授 業 で は 、 考 え の 構 造 化 ・ 可 視 化 を 図 る た め に 、板 書 の 作 り 方 に

つ い て 児 童 と 共 有 を し ま し た 。  
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18  「 構 造 化 」〈 構 造 化 ・ 可 視 化 を 図 り 、 考 え を 整 理 す る 〉  

 

－ 第 ５ 章 －  算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  

□  「 ？ 」 → 「 ！ 」 → 「 ! ? 」  

 「 ？ 」 は め あ て 、「 ！ 」 は ま と め 、 そ し て 新 た な 問 い は 「 ! ? 」  

の 掲 示 物 を 貼 っ て 、 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 を 意 識 で き る よ う に  

し ま し た 。  
 

□  黒 板 は ３ 分 割  

 横 に 長 い 黒 板 を 、 い つ も ３ 分 割 し て 板 書 す る よ う に し ま し た 。  

 概 ね 、 左 は 既 習 事 項 と 本 時 の 問 題 、 中 は め あ て と 児 童 の 考 え 、  

右 は ま と め と 新 た な 問 い を 書 く こ と が 多 い で す 。  
 

□  ３ 色 の チ ョ ー ク  

 チ ョ ー ク は 白 ・ 黄 ・ 赤 の ３ 色 を 使 い ま し た 。  

 白 は 問 題 や 式 ・ 答 え な ど 、 黄 は 児 童 の つ ぶ や き や 気 付 き な ど 、  

赤 は 共 感 し た こ と な ど 問 題 発 見 ・ 解 決 に 必 要 な 情 報 な ど を 表 す  

よ う に し ま し た 。  



 

 

 

 

ま た 、考 え の 可 視 化 ・ 構 造 化 が 図 れ る よ う 、 ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し ま

し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ワ ー ク シ ー ト を 活 用 す る こ と で 、児 童 は「 既 習 事 項 」や「 他 者 の 考 え 」

を 結 び 付 け な が ら 、統 合 的・発 展 的 に 考 え を 整 理 す る 姿 が 見 ら れ ま し た 。 

 「 構 造 化 」 の ス キ ル と し て 、 考 え を 整 理 す る こ と は も ち ろ ん の こ と 、

誤 っ た 考 え や 実 現 で き な い 意 見 等 の 修 正 点 に も 着 目 さ せ 、適 切 な 解 決 方

法 を 見 い だ せ る よ う に す る こ と も 大 切 で す 。  
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①  

②  

③  

④  

⑤     ⑤  

⑥  

⑦  

①  既 習 事 項  

②  問 題 場 面 か ら 気 付 い た こ と 、 見 い だ し た 解 決 方 法 （ 問 題 発 見 ）  

③  め あ て （ 学 習 課 題 ）  

④  自 分 の 考 え  

⑤  他 の 考 え （ 他 者 の 考 え ）  

⑥  ま と め （ 本 時 か ら 学 ん だ こ と 、 問 題 解 決 ）  

⑦  学 習 感 想 、 新 た な 問 い  



 

 

 

 

 

 

 

 

 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 の 中 で も 特 に 難 し い と さ れ て い る の が 、こ の

「 合 意 形 成 」 の ス キ ル で す 。  

「 合 意 形 成 」と は 、 意 見 が 食 い 違 っ て い る と き 、互 い の 意 見 を 納 得 の

い く 形 で 一 致 さ せ る こ と で す 。  

 

 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 白 書 」（ 日 本 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 協 会 ） の 調 査

に よ る と 、日 本 の 会 議 の 問 題 点 に 、「発 言 が 一 部 の 人 の み に 偏 っ て い る 」

「 ホ ン ネ で 話 す こ と が で き な い 雰 囲 気 が あ る 」な ど が 挙 げ ら れ て い ま す 。 

そ の 背 景 に は 、日 本 人 の 特 徴 と し て 多 数 派 の 意 見 に な び く 同 調 傾 向 と 、

「 何 が 正 し い か 」 で は な く 「 誰 が 言 っ た か 」 に 左 右 さ れ る 属 人 傾 向 が 影

響 し て い る こ と が 考 え ら れ て い ま す 。  

会 議 で 意 見 を 言 う と 、「 無 視 さ れ る 」「 批 判 さ れ る 」「 責 め ら れ る 」「 恥

を か か さ れ る 」な ど の ネ ガ テ ィ ブ な イ メ ー ジ が 湧 く よ う に 、授 業 に お い

て も 同 様 な 気 持 ち を 抱 く 児 童 は 少 な く あ り ま せ ん 。  

 

こ う し た 状 況 を 打 破 し 、学 び 合 う た め の 意 欲 の 醸 成 や 関 係 性 の 構 築 を

行 う こ と で 、人 が 本 来 も っ て い た 力 を 引 き 出 し 、相 互 に か け 合 わ せ 、 集

団 の 力 を 最 大 限 に 高 め て い く 働 き が 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 で す 。  

し た が っ て 、一 人 一 人 の 異 な る 見 方・考 え 方 を 認 め つ つ 、「合 意 形 成 」

を 図 る こ と で 、学 習 を 分 か ち 合 う こ と が で き る よ う に 働 き 掛 け て い く こ

と は 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー と し て の 腕 の 見 せ 所 の 一 つ で す 。  

 

 算 数 科 に お い て は 、「 合 意 形 成 」 に よ っ て 考 え を ま と め 、 分 か ち 合 う

こ と に よ っ て 、「 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る こ と 」 に つ な が る こ と が 期 待

で き る と 考 え ま す 。  

検 証 授 業 で は 、「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 や 対 話 を 通 し て 、 次 の よ う に 「 合 意

形 成 」 を 図 り ま し た 。  
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19  「 合 意 形 成 」〈 考 え を ま と め 、 分 か ち 合 う 〉  

 

－ 第 ５ 章 －  算 数 科 に お け る 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」  

□  「 算 数 Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ 」 を 活 用 し た 既 習 事 項 と の 「 合 意 形 成 」  

平 行 四 辺 形 の 面 積 を 求 め る た め に は 、  

ど う や っ て 考 え た ら い い ん だ ろ う … 。  

こ れ ま で の 学 習 で 面 積 を 求 め る と き に 、

ど の よ う な 工 夫 を し て 考 え ま し た か 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ う し た 「 合 意 形 成 」を 図 る こ と で 、 本 時 の 学 習 と 既 習 事 項 と の 関 連

を 意 識 し な が ら 自 己 対 話 を 行 う 姿 や 、他 者 と 考 え の 対 立 を 解 消 さ せ る 姿

を 確 認 す る こ と が で き ま し た 。  

 ま た 、問 題 を 解 決 し た 後 に 新 た な 問 い を 見 い だ す 等 、学 ん だ こ と を 分

か ち 合 い な が ら 、主 体 的 に 算 数 を 創 り 出 し て い く よ う な 姿 も 見 ら れ る よ

う に な り ま し た 。  

 

 以 上 の「 場 の デ ザ イ ン 」「 対 人 関 係 」「 構 造 化 」「 合 意 形 成 」の“ 四 つ の

ス キ ル ” を 意 識 し た「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 を 用 い て 算 数 科 の 授 業 を デ

ザ イ ン す る こ と で 、多 く の 場 面 で 統 合 的 ・ 発 展 的 に 考 え る 児 童 の 姿 を 確

認 す る こ と が で き た と 感 じ て い ま す 。  

 

 こ こ ま で に 紹 介 し た「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」は 、 あ く ま で 独 自 に 開 発

し た 授 業 デ ザ イ ン の 手 法 の 一 つ で す 。  

興 味 を も た れ た 方 は 、ぜ ひ「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 」 に チ ャ レ ン ジ し て み

て ほ し い と 思 い ま す 。  
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図 形 を 切 っ た り 移 動 さ せ た り し て 変 形 さ せ れ

ば 、 平 行 四 辺 形 の 面 積 を 求 め ら れ る か も … 。  

□  対 話 を 通 し て 他 者 の 考 え と の 「 合 意 形 成 」  

直 線 ～ の 部 分 で 切 っ て 移 動 さ せ る と 長 方 形

に す る こ と が で き る か ら … 。  

私 は 平 行 四 辺 形 の 形 に し て … 。  

い ろ い ろ な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ る こ と が で き て

い ま す ね 。 そ れ ぞ れ の 考 え 方 か ら 、 ど の よ う な こ

と が 分 か り ま し た か 。  

図 形 は 変 形 さ せ て 考 え る こ と で 面 積 を 求 め

る こ と が で き ま し た 。 こ れ ま で に 学 習 し た

図 形 に 変 形 さ せ て 、 面 積 の 求 め 方 を 考 え る

こ と が で き ま し た 。  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 第６章 －  

算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン  



 

 

 

 

 

 

 

 

近 年 、「 授 業 デ ザ イ ン 」 と い う 言 葉 は 、 多 く の 文 献 で 用 い ら れ る よ う

に な り ま し た 。 文 部 科 学 省 は 、 平 成 2 9 年 改 訂 の 小 学 校 学 習 指 導 要 領 解

説 総 則 編 に お い て 、こ の 「 デ ザ イ ン 」と い う 文 言 を 用 い て 授 業 改 善 に 関

す る 方 針 を 示 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ れ ら を 受 け 、東 京 都 教 育 委 員 会 で は「 東 京 都 学 校 教 育 情 報 化 推 進 計

画 （ 案 ）」 を 作 成 し 、 教 職 員 の 資 質 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 に つ い て 、 次

の よ う に 示 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

文 部 科 学 省 で は 、「 授 業 デ ザ イ ン 」 に つ い て の 明 確 な 定 義 は さ れ て な

い も の の 、 様 々 な 文 献 の 中 に お い て 共 通 し て い る こ と は 、「 子 供 主 体 の

授 業 構 想 で あ る 」 と い う こ と で す 。  

「 子 供 に 何 を 学 習 し て も ら い た い の か 」「 ど ん な こ と を 大 事 に 子 供 と

関 わ っ て い き た い の か 」と い っ た 、育 て た い 子 供 像 や 実 現 し た い 授 業 の

方 向 性 を 明 確 に も っ て い る こ と が 大 切 で す 。  
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20  算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン  

 

－ 第 ６ 章 －  算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン  

主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 に 向 け た 授 業 改 善 を 考 え る こ と は

単 元 や 題 材 な ど 内 容 や 時 間 の ま と ま り を ど の よ う に 構 成 す る か と い

う デ ザ イ ン を 考 え る こ と に 他 な ら な い 。  

『 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 告 示 ） 解 説 総 則 編 』 か ら 引 用  

そ れ ぞ れ の 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 を 行 っ て い く 上 で は 、児 童 生 徒 の 学

習 状 況 を 適 切 に 評 価 す る こ と が で き る よ う 授 業 デ ザ イ ン を 考 え て い

く こ と は 不 可 欠 で あ る 。  

『 児 童 生 徒 の 学 習 評 価 の 在 り 方 に つ い て （ 報 告 ）』（ 平 成 3 1 年 ） か ら 引 用  

児 童 生 徒 自 身 が  I C T  を 「 文 房 具 」 と し て 自 由 な 発 想 で 活 用 で き る よ

う 環 境 を 整 え ， 授 業 を デ ザ イ ン す る こ と が 重 要 で あ る 。  

『「 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 」 の 構 築 を 目 指 し て （ 答 申 ）』（ 令 和 ３ 年 ） か ら 引 用  

個 別 最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び を 一 体 的 に 充 実 し 、「 主 体 的・対 話 的 で

深 い 学 び 」 の 実 現 に 向 け て 、 児 童 ・ 生 徒 一 人 ひ と り が 自 ら 学 び 方 を 選

択 し 、 自 立 し た 学 習 者 と な る こ と を 目 指 す 授 業 デ ザ イ ン を 推 進 し ま

す 。         『 東 京 都 学 校 教 育 情 報 化 推 進 計 画 （ 案 ）』（ 令 和 ６ 年 ） か ら 引 用   



 

 

 

 

 授 業 の デ ザ イ ン を よ り 詳 細 に 表 し た も の が 学 習 指 導 案 で す 。  

学 習 指 導 案 を 作 成 す る と い う こ と は 、授 業 を デ ザ イ ン し て い る こ と に

他 な り ま せ ん 。そ の 際 に 、私 は 次 の“ 四 つ の 系 統 性 ”に 留 意 し て い ま す 。

ぜ ひ 、 参 考 に し て み て く だ さ い 。  
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１ ． 指 導 観 の “ 系 統 性 ”  

 指 導 観 と し て 、「 単 元 観 」「 児 童 ・ 生 徒 観 」「 教 材 観 」 の 三 つ が 系 統

的 に な る よ う に 意 識 し て 授 業 を デ ザ イ ン す る こ と が 大 切 で す 。  

 

 

 

 

 

 

２ ． 単 元 配 列 の “ 系 統 性 ”  

 算 数 ・ 数 学 は 系 統 的 な 内 容 に よ っ て 構 成 さ れ て い ま す 。 本 単 元 の

指 導 に あ た り 、 他 の 学 年 や 他 の 領 域 に 視 野 を 広 げ 、 そ の 系 統 性 か ら

授 業 を デ ザ イ ン す る こ と が 大 切 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ． 単 元 指 導 計 画 の “ 系 統 性 ”  

 単 元 指 導 計 画 の 中 で 、 一 単 位 時 間 ご と に ど の よ う な 系 統 性 を も っ

て い る の か 理 解 を 深 め る こ と も 大 切 で す 。  

 

 

 

 

 

４ ． 問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 の “ 系 統 性 ”  

 一 単 位 時 間 の 中 で 、問 題 発 見・解 決 の 過 程 が 充 実 す る よ う 、そ の 系

統 性 を 意 識 し た 授 業 の デ ザ イ ン が 大 切 で す 。  

 

 

 

単 元 観  

本 単 元 の 学 習 は  
何 を 目 標 と し て  

い る の か  

児 童 ・ 生 徒 観  
（ 目 標 に 対 し て ）  

児 童 ・ 生 徒 は  

ど の よ う な  

実 態 で あ る の か  
教 材 観  

児 童 ( 生 徒 ) は  
ど の よ う な  

実 態 で あ る の か  
 

教 材 観  

（ 実 態 に 対 し て ）  
ど の よ う な 教 材 で  
指 導 に 当 た る の か  

平 行 四 辺 形  三 角 形  台 形  ひ し 形  等  

図 形 の 構 成 要 素 に 着 目 し て 、  
四 角 形 や 三 角 形 の 面 積 の 求 め 方 に つ い て 考 え る 力 を 養 う  等  



 

 

 

 

 

 

 

 

 授 業 を デ ザ イ ン す る と き 、皆 さ ん は ど ん な こ と を 大 切 に し て い ま す か 。

私 は 授 業 を 通 し て 、 つ な が り を 大 切 に し た い と 考 え て い ま す 。  

学 習 の つ な が り や 人 と の つ な が り を 実 感 し 、学 び 進 め て い く 力 は 、こ

れ か ら の 社 会 を 生 き る 力 に つ な が る と 信 じ て い ま す 。私 に と っ て 、算 数

科 は そ う し た 学 び を 味 わ え る 授 業 だ と 感 じ て い ま す 。  

 

こ の ペ ー ジ で は 、 算 数 と 児 童 を つ な ぐ “ 1 0 の し か け ” と し て 、 日 頃

の 実 践 を 紹 介 し ま す 。 ぜ ひ 、 授 業 デ ザ イ ン の 参 考 に し て く だ さ い 。  
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21  算 数 と 児 童 を つ な ぐ “ 10 の し か け ”  

 

－ 第 ６ 章 －  算 数 科 の 授 業 デ ザ イ ン  

１ ． ○ 年 △ 月 □ 日 ◇ 時 ☆ 分  

授 業 開 始 時 に 、日 時 の 数 を 自 由 に 四 則 計 算 し て 1 0 を 作 る 活 動 を 取

り 入 れ て い ま す 。 日 時 に よ っ て は 1 0 を 作 れ な い こ と も あ り ま す が 、

多 様 な 考 え 方 が 挙 げ ら れ る こ と で 算 数 の 楽 し さ を 味 わ え る 瞬 間 に な

り ま す 。  

 

２ ．「 ？ 」 → 「 ！ 」 → 「 ! ? 」  

算 数 科 で は 、問 題 発 見 ・ 解 決 の 過 程 が 重 要 で す 。そ れ を 視 覚 化 し た

の が 「 ？ 」 → 「 ！ 」 → 「 ⁉ 」 で す 。  

提 示 さ れ た 問 題 に 対 し て 児 童 の 問 い や 疑 問 を め あ て「 ？ 」に 、全 体

で の 比 較 検 討 を 通 し て 解 決 し た こ と を ま と め「 ！ 」に 、更 に 新 た な 問

い が 見 い だ さ れ た 際 に は 「 ⁉ 」 と し て 黒 板 に 表 す よ う に し て い ま す 。 

 

３ ． 聞 き 手 を 育 て る  

対 話 的 な 学 び に 向 け て 、聞 き 手 を 育 て る こ と を 大 事 に し て い ま す 。

「 学 習 は 聞 き 手 の 反 応 に よ っ て 深 ま る 」 と い う 考 え で す 。  

発 言 者 以 外 の 反 応 や 表 情 を 捉 え て 、 聞 き 手 の 「 で も 」 や 「 な る ほ

ど 」 と い っ た つ ぶ や き に 問 い 返 し 、 児 童 の 考 え が つ な が る よ う に フ

ァ シ リ テ ー ト し て い き ま す 。  

 

４ ． 反 応 ・ 発 言  

上 の ３ と 同 様 に 、 学 級 の 合 言 葉 と し て 指 導 を 行 っ て い ま す 。  

「 初 め か ら 発 言 は で き な く て も 、 反 応 か ら 始 め て み よ う 。 そ の つ

ぶ や き が 発 言 に 変 わ り ま す 。」と い う よ う に 児 童 に は 語 り 掛 け て い ま

す 。 活 発 な 反 応 は 授 業 の 雰 囲 気 を 高 め 、 学 習 を 深 化 さ せ ま す 。  

ま た 、 分 か ら な い こ と や 悩 ん で い る こ と も 授 業 を 通 し て 話 し 合 え

る よ う に す る こ と も 目 指 し ま す 。  
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５ ．「 近 く の 人 と ど う ぞ 」  

反 応 が 見 ら れ る よ う に な っ た ら 、「 近 く の 人 と ど う ぞ 」と 促 し ま す 。

問 い や 疑 問 を も っ た と し て も 全 体 に 発 言 す る の は 少 し 勇 気 が い り ま

す 。近 く の 人 と 話 す こ と で 、安 心 感 や 発 言 の 意 欲 を 高 め 、更 に 新 た な

考 え が 生 ま れ る こ と も 期 待 で き ま す 。  

 

６ ． 発 言 は 「 ね ？ 」 の 疑 問 形 で 終 わ る  

発 言 者 に は 、言 葉 の 最 後 を「 ね ？ 」の よ う な 疑 問 形 で 終 わ る よ う に

指 導 し て い ま す 。 こ れ も 相 手 意 識 を も っ た 発 言 や 反 応 を 促 す こ と が

目 的 で 、 対 話 的 な 学 び が 生 ま れ る き っ か け づ く り と し て 指 導 を し て

い ま す 。  

 

７ ．「 気 持 ち 分 か る ？ 」  

「 ～ さ ん の 考 え た こ と 分 か る ？ 」 と い う よ り 、「 ～ さ ん の 考 え た 気

持 ち 分 か る ？ 」 と 問 い 掛 け る よ う に し て い ま す 。 立 派 な 考 え を 述 べ

る と い う よ り 、 他 者 が 考 え た 心 情 や 背 景 を 読 み 取 っ て 対 話 す る 雰 囲

気 を 高 め る こ と を 目 的 に 行 っ て い ま す 。  

 

８ ．「 な る ほ ど 」 を 奪 わ な い  

児 童 の 反 応 を 大 切 に し て い ま す が 、 特 に 聞 こ え る よ う に し た い つ

ぶ や き が 「 な る ほ ど 」 で す 。 児 童 の 発 言 に 対 し て 、 つ い 教 員 が 補 足 し

て し ま う こ と が あ り ま す が 、 児 童 に 反 応 を 委 ね る こ と が 大 切 で す 。

私 は 児 童 の 「 な る ほ ど 」 を 奪 わ な い よ う に 心 掛 け て い ま す 。  

 

９ ． 黄 色 の 黒 板  

チ ョ ー ク は 基 本 的 に 白 ・ 黄 ・ 赤 の ３ 色 を 使 う よ う に し て い ま す 。黄

は 、 児 童 の つ ぶ や き や 気 付 き を 表 す よ う に し て い る の で 、「 黒 板 が 黄

色 で あ ふ れ る と い い で す ね 」 と 呼 び 掛 け る よ う に し て い ま す 。  

「 黄 色 の 黒 板 」 は 学 級 通 信 や 保 護 者 会 で も 紹 介 す る こ と が 多 く 、

児 童 が 対 話 的 に 学 ぶ こ と を 理 解 し て も ら え る よ う に し て い ま す 。  

 

1 0 ． 今 日 の マ ス マ ス さ ん  

授 業 の 最 後 に は 、児 童 一 人 一 人 に「 今 日 の マ ス マ ス さ ん 」を 考 え さ

せ ま す 。授 業 を 振 り 返 り 、よ い つ ぶ や き や 気 付 き 、発 言 を し た 児 童 を

選 ん で 、 称 賛 を 送 る と い う 取 組 で す 。  

選 ば れ た 児 童 は も ち ろ ん の こ と 、 選 ぶ 児 童 も 楽 し い 時 間 と な り 、

授 業 が 気 持 ち よ く 終 わ れ る よ う 工 夫 し て い ま す 。  

何 よ り も 、 一 緒 に 学 び 合 っ た 時 間 や 仲 間 の こ と を 大 切 に 思 え る よ

う に し て ほ し い と 願 っ て 取 り 組 み 始 め ま し た 。  
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 既習事項や他者の考えを基に、統合的・発展的に考えることができる児童の育成  

     ―  算数・数学の内容の系統性を踏まえた指導の工夫を通して  ―  
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